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高知県自治研究センター代表理事
　 筒井　早智子　

皆さん、こんにちは。本日は、暑い中、また何かとお忙しい土曜日の午後にもかかわらず多くの方にご参
加をいただきまして、ありがとうございます。

少子化問題が深刻化される中、日本創生会議の一昨年のいわゆる増田レポート、「消滅可能自治体」の公
表が大変衝撃を与えました。

私ども自治研究センターでは、「市町村消滅の最大の原因は高齢化でなく少子化である」という考えのも
とに高知県・市町村が重点施策として推進している「少子化対策」にスポットを当て、連続シンポジウム

「少子化の流れに抗して」を企画いたしました。
少子化対策は、若年人口の流出に歯止めをかけ、移住者の受け入れなどを推進することで、流入増を図る

とともに、地域が一体となった、結婚・出産・子育て支援などによって「結婚や子供を持つ」という希望が
叶う社会を実現することが求められます。

第５回になる今回は、「競争ではなく、共創する地方創生」をメインテーマとしております。住民が主人
公になって共に創る地方創生のあり方を探ります。

第１部の基調講演は、元総務大臣、前鳥取県知事で、現在、慶應義塾大学教授でいらっしゃる片山善博様
にご講演をいただきます。第２部の鼎談には、片山教授にもご登壇いただきます。地元から、馬路村村長上
治堂司様、コーディネーターは、高知新聞社論説委員中河孝博様にお願いしております。

当センターでは、今後とも県民の皆様の公益に資する内容の情報を積極的に発信してまいりたいと考えて
おります。どうぞよろしくお願いいたします。

司会　 山崎　幹生　

それでは、第１部の基調講演に入っていきたいと思いますが、その前に講師の片山善博さんのご紹介をさ
せていただきます。

片山さんは、1951 年に岡山県でお生まれになり、74 年に東京大学の法学部をご卒業されております。そ
の後、自治省に入省され、大臣秘書官などを歴任された後、99 年から２期８年にわたり、鳥取県知事を務
められています。その後は、現在の慶應義塾大学の教授としてご活躍されていまして、2007 年から２年間
には総務大臣も務められて、総務大臣を終わった後は再度慶應義塾大学に復職をされて現在に至っていると
いうところになっています。

本日は、これまでのご経験も踏まえた中での真の地方創生についてのお考え、お話をいただけるものとい
うふうに思っています。

それでは、片山さん、よろしくお願いします。

連続シンポジウム「少子化の流れに抗して」

第５回　競争ではなく共創する「地方創生」

１開会挨拶
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皆さん、こんにちは。今ご紹介いただきました片
山です。今日はこの会にお招きをいただきまして、
ありがとうございます。

今ご紹介いただきましたように、私、慶應義塾大
学の法学部政治学科で「地方自治論」という講座を
担当していまして、地方自治全般、制度問題とか、
それから自治体の地方自治の運営の実態について今
後どうあるべきかとかやってるんですが、最近の重
要なテーマの一つが、今日の言葉で言うと「地方創
生」、自治体が今人口減少で悩んでいるところが多
いんですけれども、これに何とか歯止めをかけて、
活力を取り戻すにはどうすればいいのかということ
も取り組んでいるところであります。

ちょっと自己紹介を兼ねて、少し本題から外れる
ことを申し上げますと、私は、これもご紹介いただ
きましたけれども、1999 年から８年間鳥取県の知
事をやっておりました。高知県とは実はいろんな取
り組みを一緒にしたいなということがありまして、
幾つかやったんです。例えば海を見つつ、鳥取県は
日本海に面してますし、高知県は太平洋に面してま
すけれども、間に瀬戸内海があって、海を串刺しに
して高知と鳥取とでいろんな観光の連携であります
とか、やろうよというようなことで、当時、橋本さ
んが知事でしたから、一緒にいろんなことをやった
りしました。

一つできなかったことがあるんです。それは、今
日も空港からこちらに入ってくるときに近くを通り
ましたけれども、はりまや橋というのがあって、そ
れで純信・お馬の悲恋の物語がありますけれども、

純信とお馬の墓が鳥取県にあるというのはご存知で
すか。ご存知ない人が多いんですけど、鳥取県の合
併された鳥取市の鹿野町というところですけど、昔
でいうと、因幡国の鹿野にお城がありまして、そこ
に長安寺という曹洞宗のお寺があるんですけど、そ
こに実は純信のお墓とお馬さんのお墓があるんで
す。

ひっそりとあるんですけれども、皆さんご承知の
ような事情で、当時の土佐の国から国外追放になっ
て、純信がどうなったかというのは司馬遼太郎なん
かが書いてますけども、梼原を通ってどっかへ行っ
たというのだというんですけど、実は落ち着いた先
が当時の因幡国の鹿野というところで住職をやって
いたんです。そうこうしたら大分経ってから、尼さ
んになったお馬さんがやってきて、最後は安住の地
ということでそこに古いお墓があります。土州の生
まれ純信という名前が彫ってあります。

それがあったんで、藩交というわけでもないです
けども、土佐のはりまや橋と因幡国とを継ぐエピ
ソードでありますから、一緒に何かのイベントなり
を通じて観光に結びつくようなことも、地域振興に
結びつくようなこともできればいいなということで
高知県に実は相談してたんですけども、当の墓守の
ほうが絶対やめてくれという話がありまして、なぜ
ならば、故人が事情があって土佐から逃げてきて
ひっそりとここで暮らしているのに、今さらまたそ
れを世間に公にしてというのは子孫も望まないし、
墓守もそれは望まないからということで、じゃあも
うそれならちょっとやめましょうかというようなこ

　真の「地方創生」を考える

慶應義塾大学教授　 片山　善博　氏　

２基調講演



― 4 ―

とになって。
何が言いたいかというと、そういうところがあり

ますので、ぜひ機会があったら行ってみてくださ
い。鳥取市の外れのほうなんですけれども、古いお
城のある町でして、ひっそりとした落ち着いたいい
町なんです。そこに長安寺がありますから、ぜひ機
会があったら行ってみてやってください。

それで本題に入りますけれども、今日は『真の
「地方創生」を考える』ということでお話をしま
す。というのは、地方創生というのはさっきもお話
をしましたけれども、また理事長さんのお話にもあ
りましたけれども、人口が減少して困っている地域
が多い。その人口減少に歯止めをかけるには何をし
なければいけないのか。それには地域振興で地域経
済を活発にして、多くの若い人が今は東京のほうに
みんな出て行ってますけれども、地元に残ってちゃ
んとそこで経済的にも稼げて、誇りを持って就ける
仕事が増える。そこで家庭を持って子どもを産ん
で、みんなを支えていくっていう、こういう地域に
したいなというのが地方創生で、いま安倍内閣の最
重要課題の一つ。まだ一つです。

一時ほど勢いはありませんけれども、鳥取の政治
家ですけども石破茂さんが担当大臣になって、地方
創生というのを進めてきて今日に至っています。全
国の自治体が政府の政策に呼応していろんな取り組
みをやられてます。国も相当のお金をこれに注ぎ込

んできてます。この地方創生というのは、これから
もおそらく国の政策としては続いていくだろうと思
いますが、どうもあんまりうまくいってないんじゃ
ないかというのが私の見立てなんです。

全国いろんなところで、私もこの地方創生に関す
る話をすることが多いんですけれども、そのときに
例えば自治体関係の皆さんとか、それからその地方
の経済関係の皆さんとか、いろんな皆さんと話をし
てて、「地方創生ってうまくいってますか」とか伺
うんですね。もちろん２年半ぐらいしかまだ経って
ませんから、メキメキと成果が出ましたということ
は、それはうまくいってたとしてもなかなか難しい
わけです。

そこで、メキメキと成果がまだ出てないにして
も、今までのいろんな地方振興策とはちょっとひと
味違って何か期待が持てそうだなとか、芽が出てい
るなというようなことでもいいですから、そういう
兆しが出ているということでもいいですから、そう
いうことも含めて何かうまくいってると思います
かって聞いてみて、今日は聞きませんけど、今まで
実はほとんど手が挙がった試しがないんです。時々
会場の中で１人か２人手を挙げられる人がおられる
ので、「失礼ですけど、あなたはどんな方ですか」っ
て聞いたら、市役所に勤めてますとかいう方が時々
手を挙げられる方おりますけど、一般的にはほとん
ど手が挙がらない。
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私、いろんなところで見たり話を聞いたりしてま
して、あんまりうまくいってないなという気がし
ます。それは着眼が悪いというわけではないと思う
んです。私なんかも着眼は正しいと思うんです。着
眼というのは、今人口がどんどん減っていて、この
ままいくと地方が消滅してしまう可能性があると、
若い人がいなくなるわけですから。そうすると、今
1,740 ぐらいの自治体がありますけれども、この多
くが、半分ぐらいが 2040 年ぐらいになったら、う
まく自治体として機能を維持できなくなるんじゃな
いですかというようなことなんですけど、そうなっ
てはいけないので何とかしなきゃいけないという、
そういう着眼です。これは正しいと思うんですけ
ど、やってきてることがなかなかどうもうまくその
着眼に見合ったような効果的な政策になってないん
じゃないかという認識を持ってます。

それではいけないので、真の地方創生というのが
問われてきたというのが、私の問題意識です。地
方創生は大事だけども、今のまま続けていってても
あんまりいい効果が出ないんじゃないか、せっかく
大金を投じていても。また、全国の自治体の皆さん
が、自治体だけじゃないですけど、全国の自治体を
中心とした皆さんが一生懸命取り組んでいてもあま
りいい効果を見ないんではないかという危惧がある
もんですから、それならば、ちゃんと効果を出すた
めには何をすればいいか。それが真の地方創生とい
う、私の問題意識です。

幾つかの論点、話題をこれからお示ししたいと思
うんですが、最初にいわゆる地方創生とは少し離
れるかもしれませんけども、私は鳥取県の知事を８
年やりまして、地方が活力を持って元気にこれから
やっていくのに何が必要ですかというと、幾つか要
素があるんです。例えば私が知事を８年間やってる
ときも、今もそうですけども、何が一番大事ですか
と言われたら、教育です。人づくりだと思います、
何はさておいても。道路も重要だし、それから産業
政策も重要ですし、文化や観光やいろんなこと、福
祉も重要ですけれども、比較するのはちょっと筋が
違うかもしれませんけど、一番重要なのはやっぱり
教育だと思いますので、私は当時も知事として鳥取
県の教育行政に個人的には随分力を入れたつもりで

あります。
ということなんですけれども、もっと突き詰めて

言いますと、やっぱり安全が一番です、何はさてお
いても。この間の熊本の地震を見ても、もうどんな
にいろんないいことをやっていても、ある日とてつ
もない災害が起きて、場合によってはもうとんでも
ない地域としてはダメージを受けるわけです。個人
的にも肉親が亡くなったり、自らもけがをしたり、
家を失ったり、財産がなくなったり、いろんな目に
遭うわけです。もうこれはほんとに一瞬にして今ま
での平穏な生活とか希望とか、そういうものがなく
なってしまう可能性があるんです。ですから、何は
さておいても地域の安全が第一だと思います。

ただ、こればっかりはもう天災というのはいつ何
時来るか分かりません。来ても仕方ないんですけ
ど、来るなと言っても来ますので、来るときには。
いつ来るか分からないけども、来るときは来ます、
冷酷にも。ですから、防災といって災害を防ぐとい
いますけど、これは言葉としては無理があるんで
す。防げませんから、地震は来ますので。いくら防
ごうと思っても無理です、それは。火事を防ごうと
いうのはできます、火災予防は。ある程度できま
す。だけど、地震とか台風とか津波とかは防げませ
ん。

そうすると何が必要かというと、そういう災害が
発生したときにいかに被害を軽くするのかという
こと。これは人間の営みでできます。逆に言えば、
何にも準備をしないで手をこまねいていたおかげ
で、被害をいたずらに拡大してしまった。なくさな
くてもいい命を行政とかの怠慢によって失うことが
多かったなんていうのは、これは失格です。ですか
ら、起きたときには、もうほんとに被害を最小限に
くい止める。間違っても人災といわれるようなこと
がないようにしなきゃいけないという、このことを
もう私は一番に考えなければいけないと思うんで
す。地域振興も地方再生も地方創生も重要ですけれ
ども、それよりももう地域の安全です。

高知県などは南海トラフ地震が起きるかもしれな
いということで、随分といろんな取り組みをされ
てると思います。全国的にも、阪神・淡路大震災
が 1995 年にありまして、それから東日本大震災が
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2010 年にありました。そういう大きな大災害を教
訓にして、全国の自治体はいろんなことをやってき
たことになってるんです。高知県なんかは、さっき
言いましたように来るべき大災害、起きないかもし
れませんけど、起きる可能性はありますよね、いず
れは。だから、それに備えて準備をしましょうとい
うことでいろんな取り組みされてきてますよね。

私の経験と見聞を言いますと、意外にやってない
ということが多いです。あんな大きな地震被害を
見て、全国の自治体は自分の問題としてこれを考え
て、手抜かりはないかということをちゃんと準備を
やってると皆さん言ってます。教訓を踏まえて。で
すけど、地道に点検していったら、意外にやってな
いなということもあるんです。

それを申しますと、私、1999 年に鳥取県の知事
になったんですけど、そのときに前の知事からいろ
んなことを引き継ぎました。私が気になってたの
は、自分が知事になったときに何をやらなきゃいけ
ないのかという幾つか公約を出したんですけど、そ
のうちの一つは、もうその４年前に阪神・淡路大震
災ありましたので、そのときに神戸市とか兵庫県と
かのその災害対応を見てまして、失礼ですけども
やっぱり準備が足らなかったと思います、兵庫県も
神戸市も。やっぱりちょっと高をくくってた面が
あったと思います。右往左往しました。地震自体が
大きかったですから、そりゃあ被害が大きいのは
しょうがないですけども、でも、もうちょっといろ
んな準備しておかれたほうが良かったのになぁとい
うのは、無責任かもしれませんけど端から見ててそ
う思ってました。

それで自分が鳥取県知事にならせてもらったら、
私自身長いこと地方自治に携わって、自分で言った
わけじゃないですけど、選挙のときには地方自治の
プロとかって応援弁士からいろいろ言われて、そう
言われてる者がなんかなってみたら、災害あったら
何にも役に立ちませんでした、何がプロだって言わ
れるのは名折れですから、末代までの恥ですから、
これはちゃんとやらなきゃいけないなというので災
害に取り組もうと、防災に取り組もうと思いまし
た。で、三つの公約の一つに掲げたんです。

前の知事さんから引き継ぎを受けて、防災はちゃ

んと準備をやってきてますから、阪神・淡路４年前
自分も見に行って、現職の知事として鳥取県でこれ
やらなきゃいけない、あれもこれもって準備してま
すから、大丈夫ですからっていう引き継ぎを受けた
んです。そうかなと思って、でも、念のため点検し
てみましょう、ひょっとして来たら困りますから。
来ないだろうなと思いました、自分がせいぜいやっ
ても８年だから。やらせてもらえれば８年間やりた
いと思ってました、それ以降はあまりやる気もな
かったんですけど。

８年間やる、その８年間で大きな震災なんか来っ
こないなと思ってましたけど、万が一来たら困る
なという、そういう心の揺れがあったんですけど、
とにかく点検してみたんです。びっくりしました。
例えばその点検は何をやったかというと、地域防災
計画ってあるんです。高知県にもあります。高知市
地域防災計画ありますけど、鳥取県地域防災計画と
いうのを紐解いて、当時の幹部、県庁の部長さん方
と一緒に点検を進めていったんです、週に１回とか
ちょっと時間を取って。

私がびっくりしましたのは、例えばこんなことな
んです。大きな災害があったときは、知事は自衛隊
に災害出動を要請すると書いてあるんです。それは
何で書いてあるかというと、阪神・淡路の時に要請
したとか、しないとかもめたんです。してなかった
らしいんです。自衛隊のほうも最近はもう要請なく
ても出ていきますけど、当時は自衛隊っていうのは
やっぱり何か世間からいろいろ嫌われてるんじゃな
いかみたいな、ちょっと屈折したところが当時自衛
隊にはあって、自分から乗り出していくということ
にためらいがあったんです。そういうときに知事や
市長から、当時知事ですけど要請が、知事は後でし
たんだけどなとか言ってましたけど、多分してない
ですね、そういうのがあったので、「知事は要請す
る」とちゃんと書いてありました。

ありましたけど、じゃあどこの誰に要請したらい
いんでしょうか。自衛隊といっても抽象的ですか
ら、東京の市ヶ谷には防衛省があるし、鳥取県には
県内に航空自衛隊の美保基地というのもあります
し、陸上自衛隊の第８普通科連隊というのもあるん
ですけども、一体どこの誰に頼んだらいいんだろう
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かというので、その県庁の部長会議の席で「これ誰
に言えばいいの」って聞いたら、みんなが「さぁ誰
でしょうね」って言うんです。役に立たないじゃな
いですか。もし万が一山火事でもガァーッと来て、
私が知事公社で部下の職員の人が誰もいないとき
に、さぁ要請しなきゃいけない。どこの誰に、電話
番号は何番って分かりっこないです。

それじゃあ駄目ですね、じゃあ聞いてみましょう
というので、自衛隊に聞いてもらったんです。どこ
の誰に電話したらいいんですかって言ったら、どこ
でもいいですということだったから、それでもいい
んですけど、じゃあ相手の機関の責任者と電話番号
を書いて、みんなで共有しようね、てなことで上げ
たんです。

ほかには例えば、今度の熊本の災害のときもそう
ですけれども、避難所というのをつくります。こ
れは市町村の仕事です。避難所を開設して運営する
のは市町村の仕事、ここだったら高知市の仕事にな
ります。そこではいろんな物資が必要になります。
例えば水とか食料とかすぐ必要になりますし、トイ
レの問題なんかもあります。冬だったら毛布とかス
トーブとか、いろんなものが必要になるんですけ
ど、特に当座数日間必要なのは食料が必要になりま
す。

それは備蓄しましょうということなんですけど、
備蓄なんかはすぐなくなりますし、それから何より
も毎度毎度乾パンばっかりだとみんな飽きちゃいま
すから、やっぱりちゃんとした食糧供給計画をつく
らなくちゃいけない。それは市町村は無理です、も
う被災してますから。大きな災害だと全員被災して
ますから、市の中で調達するというのはなかなか難
しいです。それで県の仕事になるわけです。鳥取県
でも県庁の仕事、地域防災計画の中に「県が食料を
調達して避難所に供給する」と書いてます。

何が書いてあるかというと、「農水省の事務所が
鳥取にあるんですけど、そこから精米の供給を受け
て、それを被災地へ送る」と書いてあるんです。精
米を送ってどうするんだろうかという疑問が湧きま
した。というのは、電気もガスも水道も全部止まる
わけです、大災害ですから。「精米を送ってどうす
るんでしょうね」と県庁の会議で聞いたら、「どう

するんでしょうね」って、あっけらかんとみんな
笑ってましたけど、結局そういう代物だったんで
す。マニュアル自体が役に立たない。

市町村に見てもらって、これ県の防災計画だけ
ど、実際に一番役割を果たさなきゃいけないのは市
町村ですから、市町村の側から見て県の地域防災計
画が妥当なものなのか不十分なのか、ちょっと点検
してみてくださいと言ったら、もうぼろぼろにいっ
ぱい出てくるわけです。県はこれやると書いてるけ
ど、抽象的でどこの誰が責任者なのか分かんないと
か、それから案の定さっきの精米もらっても役に立
ちません、飯ごう炊さんなんて今ごろできませんか
ら、てなことが出てくるわけです。

だから、前の知事からちゃんと防災対策整いまし
たからと引き継ぎを受けたんですけど、実際やって
みたら全然、形は整っててもあまりいざというとき
には役に立たないものでした。

それからもう一つは、例えば「自衛隊等関係機関
とよく連携し」と書いてありました。連携するのは
当たり前ですが、じゃあどういう連携なのかという
ことで、私も防災担当の部長に聞いてみたんです。

「自衛隊等関係機関っていうのは、どことどことど
こですか」って言ったら、「自衛隊とかあれこれあ
れこれです」と言うので、いざというときにあれこ
れといっても困るぞと。じゃあ自衛隊のそれこそ
さっきの「第８普通科連隊の連隊長さんとは顔見知
りなのか」って言ったら、「いやぁ、特につながり
はありません」。「美保基地の基地司令部はどうなん
だ」、「会ったこともありません」。

連携しようったって連携できないし、もちろんい
ざとなったら協力してくれるでしょうけど、その
ときに名刺交換をして「私、何の誰べえです、よろ
しくね」なんてことでは困るので、連携することは
必要なんだから、ちゃんと日ごろからいざというと
きに作動するように連携の実を上げとかなきゃいけ
ないねというので、変な話ですけど、地元の自衛隊
の幹部と私も出て飲み会をしたり、善し悪しは別に
しまして、そんなことから始めたんですけど、でも
まぁ来っこないなとは思ってましたけど。

1999 年の４月に知事になって、１年半後の
2000 年の 10 月６日に大きな地震が来ました。来
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てほしくなかったんですけど、正直今でも忘れない
ですけど、10 月６日の 13 時というのは行事を設
定してあったんです。何の行事かというと、県の建
設業協会の皆さんと協定書を結ぶ調印式を予定して
たんです。何の協定かというと、災害が起きたとき
に建設業協会にいろんな協力をしてもらう。

どんな協力かというと、例えばユンボとかいっぱ
い持ってるのありますから、被災地でそれを優先地
に回してもらう、固定化を含めてとか。ほかには、
簡易トイレをいっぱい持ってますから、建設業の皆
さんは現場で使いますから。県が頼んだら、簡易ト
イレを貸してもらって被災地へ持っていってもら
う。なぜかというと、体育館にみんな避難しますけ
ど、トイレがすぐ駄目になるんです。水がない、電
気がないですから。そこにいっぱい避難されますか
ら、もうトイレ悲惨な状態になって、すぐ行列がで
きるだけじゃなくて、トイレ自体がもう大変なこと
になるんです。言いませんけど、何せ水がないです
から。だから、簡易トイレがいっぱい要るんです。

そういうのを在庫を調べて、ある程度あるので、
それをじゃあ優先的に貸してくださいねっていう協
定の調印式を 2000 年の 10 月６日の１時にセット
してあったら、１時に地震が来まして、その協定書
の調印が準備の総仕上げだった。これで終わりだ
ね、これで全部事前の準備ができるって。さっきの
例えば精米を送るって駄目ですから、どうしようか
というので、県の弁当仕出し業の組合の皆さんと話
をして、いざというときには、鳥取県東西に長いで
すから、被災してない地方にある弁当仕出し業の皆
さんが県の求めに応じて優先的に弁当を作っても

らって、それをヘリコプターで被災地に運ぶ。こう
いうスキームなんですけど、こんなもの全部準備結
んできて、最後が建設業協会だったんです。

だから、その最後の協定を結ぶ調印式の直前に地
震が来まして、調印は後日やるにしても、今日から
発動させてくださいねというのを言い残して、すぐ
災対本部へ行ったんですけど、とにかく見直ししと
いて良かったな、点検しといて良かったなというの
が感想でした。

そのときの地震はマグニチュード 7.3、最大震度
６強という、阪神・淡路とほとんど一緒の規模の地
震でしたけども、ほかにもいろいろいっぱいあっ
て、事前の防災訓練をちゃんと計画したものから、
そうでない、みんなが臨機応変に考えられるものに
変えたりとかいろんなことをやってたものですか
ら、まぁまぁ被害を最小限に食いとめられたんでは
ないかなと自負してるんですけど、そういうことを
やってきてたんです。何回も言いますけど、前の知
事から防災対策ちゃんとやってるから大丈夫ですか
らねと言われて、あぁそうですかってうのみにして
たら、いざというとき右往左往させられただろうな
と思って、まぁとにかくやっといて良かったなと思
いました。

このたび熊本の地震があって、念のためにちょっ
と調べてみたんです、熊本県の地域防災計画。今
ネットで全部見れますから、高知県のも見れますか
ら見てください。熊本県の地域防災計画どうかなと
思って、一番関心のある食料調達計画、県が食料を
調達して避難所に送ると。これはどうなってるかな
というくだりを見ましたら、九州農政局から精米を
調達して被災地に送ると書いてました。これって鳥
取県が見直す前のバージョンです。これ見直してな
いな、何にも。今一生懸命県は復旧・復興に働いて
ますから、水を差すようなことを言うのは差し控え
たいと思いますけれども、地域防災計画を見る限り
は、熊本県はそういう体制を取ってなかったんじゃ
ないかという気がします。

それだけで一事が万事を推し量ってはいけません
けれども、意外にあれだけのいろんな全国各地で災
害があったり、災害が来るかもしれないという予測
があるので、全国の自治体はピリッとしてきっとい
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ろんなことをやってるだろうなと思いますけど、ふ
た開けてみたら意外にやってないというところがあ
りますから、ぜひ１回見てください。

特に今日市町村の職員の方とか議員の方とか市町
村長さんとかおられると思いますけど、県の計画と
いうのは全部県本意でつくってますから、それがほ
んとに市町村とか現場に妥当するかどうかというの
は、現場に近いサイドの視点から見て、ここは足ら
ないよとか、これわけ分かんないとか、そういうの
を建言というか、言ってあげるということが非常に
有益ではないか。県のほうは悪気はないけれども、
気がつかないことが多いですから。

それは市町村にも言えまして、例えば市町村は避
難所運営マニュアルってつくることになってるん
です。多分高知市もつくられてると思います。だっ
て、避難所を開設して運営するんですから。これが
まずほんとにつくってあるかどうか。それから、つ
くっていても何かどっかのマニュアルをそのまま
持ってきて、ひな型があるんです、○○市運営マ
ニュアルって。○○市のところに実際に自分ところ
の市の名前を入れただけみたいなのがあるんです。

ちなみに今回の熊本の震災で、主だった被災地の
ところを私点検してみましたけど、ネットには載っ
てません。大概あるところはネットに載せてます。
でも、ネットで見当たりませんでした、熊本県内の
被災地は。つくってないのか、つくっててもネット
に載せてないのか分かりませんので、これも一概に
は言えませんけど、少なくともみんなが見えるよう
にはしておきたい。大概のところは今見えるように
してます。

だけど、見えるようにしてるところも、例えば避
難所の運営は、地域の代表とか町内会とか被災者
の代表とかが自主的に運営するなんて書いてあるん
です。それはそれでいいんですけど、じゃあ実際に
いざというときに、地域の代表って誰なの、被災者
の代表ってどうやって決めるんだろうかって、それ
が分からなければ何にも作動しないわけですね。お
まえやれとか、私はあれだとかいう話になって。だ
から、きちっといざというときにはどういう人が、
誰が責任を持って避難所の意見の取りまとめをした
り、代表になるのかということまで決まってるかど

うかなんてのは、実際にその気になって点検してみ
ないと分かりませんけれども、意外にこれがつくっ
てなかったり、つくってても何かひな型をそのまん
ま持ち込んでるだけっていうのもあります。

こんなことがありました。私、大学院で社会人の
皆さんにも講義したりしてるんですけど、その社会
人の中には自治体の人も来られるんです、大学院の
講義を受けに。ある市の職員の人が私の大学院生の
１人にいて、その人がいるので、その人の属する自
治体をテーマにして避難所運営マニュアルを取り上
げて、ちょっとみんなでそれを教材にして勉強した
んです。その中で避難所運営マニュアルで責任を主
として持ってるのは教育委員会なんです。なぜなら
ば、学校が避難所になることが多いですから。学校
の体育館や公民館が避難所になることが多いです
ね。だから、教育委員会が中心になって避難所の切
り盛りをするということです。それはそれでいいん
です。

そのときに学校教育部はこれこれこれこれをす
る、教育委員会の中に部制を敷いてるでしょう、何
とか何とか部はこれこれをすると書いてあるんで
す。それで私の院生ですね、ある市の職員の人です
けど、おたくはあまり大きい市じゃないのに教育委
員会の中、部制を敷いてるの。普通、市の教育委員
会だったら部はありませんよね。高知市はどうで
しょうか、高知市教育委員会は何とか部ってありま
すか。例えば鳥取市の教育委員会だったら課なんで
す、教育長の下は課長になるんです。ところが、そ
の市はあまり大きい市じゃないのに、学校教育部と
か部制を敷いてるんです。

これお役所の人は分かっていただけるけど、それ
以外はちょっとピンと来ないかもしれませんけど、
要するに小さな市にしてはえらい組織が大仰ですね
と、学校教育部なんかつくってみたいな、というの
で、「おたくは学校教育部って、部つくってるんで
すね」って言ったら、その人は目きょとんとして、

「えっ、うちには部はありませんけど」って。「だっ
て、あなたところの防災運営マニュアルでは、学校
教育部長がどうするこうすると書いてあるじゃない
か」って言ったら、「いや、うち部はありません」。
一体これはどうしたことかといったら、結局どこか
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のひな型使ってそのまま、よそのひな型を持ってき
て、こんな無責任なことがあるんです、実際に。
私、それを目撃してもうちょっとあ然としましたけ
れどもね。「早速、市長に言っておきなさい」って
言いましたけど。

ということは、何が言いたいかというと、意外に
やってるやってると言うけれど、意外にやってな
いのが現実です。ですから、ぜひ市民の皆さん、特
に市町村の皆さんが、この地域の県内の防災に関し
てはほんとにちゃんとできてるかな、いざというと
きに発動するかな、機能を果たすかなというのは点
検してみられる必要があると思います。もし心配な
ら、ちゃんと然るべく申し立てるということをされ
たらいいんじゃないかと思います。

次に、レジュメとも言えませんけど、項目だけ書
いてますけど、次に地方創生の話に入ります。

今回、安倍政権は今度補正予算をつくられます。
参議院で一応勝たれて、それで自民党だけでも、後
でいわゆる無所属だった人を自民党に入れて参議院
でも過半数を占めるという、公明党等を加えればも
う３分の２になるということで、政治的基盤として
は盤石なものをつくられて、とりあえず、まず補正
予算でアベノミクスをさらに生かすということなん
ですね。

何をやるんですかというと、例えば一億総活躍を
やりますとか、いろいろやりますと言われてるけれ
ども、そのたぐいだったらそんなにお金かからない
のに、何で何兆円もかかるんだろうかというのは、
やっぱり大型の公共事業がそこに入るわけですよ
ね。やっぱり景気対策とか全国の地方創生のことを
考えれば公共事業ということになるのかなと推測し
てます。多分いろんな公共事業が補正予算で入る
し、来年度の当初予算にも入ってくるだろうと思い
ます。

従来景気が悪くって、特に地方経済、地域経済が
停滞してるときに、どうやって地域経済に活を入
れて地域に雇用を増やすかというと、大体公共事業
を増やすというのがお定まりでありました。公共事
業をやると地域経済が振興して、若い人たちの雇用
の場ができるという触れ込みだったんです。ですか
ら、どこの県も、高知県なんかもそういう優等生

だったと思いますけれども、公共事業を随分やって
こられてました。分けても鳥取県が優等生でした。
鳥取県はもう公共事業の最優等生だといわれてまし
た。

ちなみに、私が知事になる私の前の前の前の知事
が石破二朗さんという知事でして、石破茂さんのお
父さんですけれども、知事になる前の前職が当時の
建設省事務次官をやられてて、今の国交省ですね、
事務次官から知事になられたので、そんなことも
あって公共事業をたくさんやるという路線が決まっ
て、ずっとやってきてました。何でやったかってい
うと、それは地域経済を振興させて地域の雇用を増
やすということでした。

私が知事になったときに鳥取県も、さっきの地方
創生のときにお話ししましたけど、若い人が人口流
出をする、地域経済が停滞をする、何とかしなきゃ
いけないという課題を抱えていたのも確かです。そ
のために石破県政以来公共事業をやってきて、もの
すごいお金を投じているんです。ですけども、じゃ
あその路線によって鳥取県の経済が振興して、地域
の雇用が増えて若い人の人口流出が止まったかとい
うと、全くそんなことはないんです。相変わらずど
んどん人は出ていくし、地域経済はいつまで経って
も停滞をしている。だけど、常に公共事業をもう毎
年毎年積み増しをするということを繰り返してき
て、県の借金はどんどん貯まるという、こういう事
情だったんです。

これはやっぱり１回点検してみなきゃいけないな
というのが、私の気持ちとしては１位なんです。点
検をしました。公共事業は地方経済を救うかという
テーマで、地元の鳥取大学の財政とか経済の専門家
にも入ってもらって点検をしたんです。答えは、鳥
取県に関してはですけど、鳥取県に関しては公共事
業をいくらやっても地域経済は振興しないし、地域
の雇用はほとんど増えませんということでした。

どういうことかというと、公共事業というのは一
番典型的なのは道路なんですけど、道路でも大型の
工事はトンネルと橋なんです。これが額的には大半
を占めてます。あとダムとかも時折ありますけど、
もうしょっちゅうやるのは大型の公共事業でトンネ
ルと橋です。これは市町村の仕事というより県の仕
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事で、大型ですから大金を投じてやるんです。これ
が公共事業の主流を占めていて、地域経済の振興に
なると、こういうことなんです。

実際、例えばダムとか橋とかの道路事業を点検し
てみると、お金を何に使いますかというと、実は
一番多いのは土地代なんです。平均でいうと道路事
業の４割ぐらいが土地代なんです、用地買収します
から。それからもう４割ぐらいは資機材、機械とか
それから鉄とかセメントとかの資材、そういうもの
で、後の２割弱、10 数％が労務費、これは人件費
です。事業によって違いますけども、平均すると人
件費が 10 数％、土地代が 40％程度、あと機械と
か資材が 40％程度、そんなことです。あと、トン
ネルとか橋というのは非常に高度な技術を要します
から、技術料みたいな、設計とかそういうところが
あります。

土地代はどうなりますかというと、土地代は地主
にお金が回ります。これが地域経済のほうに回り
ますかというと、全く回りません。なぜならば、大
体土地を売るのはお年寄りでもう家も持ってますか
ら、土地を売るぐらいの地主さんですからいい家を
持ってますから、今さらまとまった金が入ったから
家を建てましょうなんてなりませんので、地域経済
には関係ありません。まとまったお金が入ったから
盛り場に行って豪遊するかっていう人はいません、
鳥取県の人はまじめな人が多いですから。

じゃあお金どうするんですかっていったら、地元
の山陰合同銀行か鳥取銀行に預けるだけなんです。
預金になります。その預金はどうなりますかとい
うと、銀行は地元に融資先もそんなにありません
から、当時としては国債を買うだけなんです。だか
ら、お金は結局地主に入って、銀行に入って、財務
省の国債を買うということですから、地元経済には
何にも関係しない。預金は残りますけど。

資機材はどうかというと、トンネルとか橋という
のは高額の機械を使います。トンネルを掘るのと
か、橋なんかも大きな橋だったら現地に鉄骨をつく
る工場をつくるぐらいにして橋架けるんですけど、
そんなのは全部県外業者がやりますから、県内事業
者は出る幕じゃありませんので、お金は全部県外に
出ていきます。鳥取県には、自慢じゃありません

が、建設機械なんかをつくる会社もありませんの
で、ユンボ一つつくってませんから、全部お金はも
う県外に出ていきます。県内経済には影響しませ
ん。

鉄とセメントを大量に使う。アスファルトも使い
ますけど、これも全部外から買うしかありません。
鉄は鉄鉱石出してるわけでもないし、製鉄会社もな
いし、セメント工場もありませんし、石灰石を掘る
場所もありませんので、全部外に出ていくだけで
す。アスファルトも石油化学コンビナートもありま
せんし、石油も出てませんので、これも全部外。だ
から、もう機械とか資材というのは大量に使うんで
す。ですから、日本全体ではそういう景気刺激効果
はあります。どこかの工場でものをつくりますか
ら、千葉の製鉄所で鉄骨つくるとか、福岡の麻生セ
メントという例の麻生さんのところの会社でセメン
トをつくるとかありますから、そういうところへお
金回りますけど、県内には全然回らないです。県経
済には何にも関係ありません。

あと高い技術料がありますけど、これ全部大手ゼ
ネコンの仕事ですから、東京にそういうものは出て
いきます。地元では下請け、孫請けになります。そ
の孫請けで働く従業員の皆さんの給料、公共事業の
10 数％はその給料になります。ですけど、さっき
の下請け、孫請けですから、もう当時としては単価
もどんどんピンハネされて低い単価です。そういう
仕事が増えたからある程度増えますけど、増えたか
らといって、東京に出ている若い人が、じゃあ今度
公共事業で地元にどうも仕事が増えたらしいから、
家に帰って定着するかなんてことまずありません、
それは。短期の非正規の単価の非常に低い仕事です
から。

ということは、大金を投じてダムや橋をつくって
も、人件費に回る、雇用に回るのはほんのわずか
で、しかもそれは、失礼な言い方ですけど、あまり
魅力のない仕事なんです。あと、お金は全部、機
材・資材は外へ出ていきます。土地代はどうか。土
地代はその地主さんが山陰合同銀行・鳥取銀行に預
けてますから、これ県民の資産としては残ってます
けど、地元の銀行の頭取が教えてくれたんですけ
ど、大体土地を売る人は高齢者で、冷徹な事実です
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けど何年か経ったら亡くなりますので、そうすると
相続が発生して、息子や娘はみんな東京へ出てます
から、知らない間に都民の財産に換わってます。県
民の財産だと思って、これが残ってるからいいやと
思ってたら、何のことはない、全部知らない間に都
民の財産になる。

じゃあ大金を投じて、鳥取県は公共事業の優等生
県であって、何が残るんですか。何にも残らない
です。これを何年繰り返しても駄目だということが
分析して分かったので、私はもう公共事業を必要な
ものはやるけれども必要でないものはやらない。そ
れまでは必要でないものも景気対策とか雇用対策で
やってたんですけども、もう必要なものに限ること
にしました。そしたら途端に半分ぐらいになりまし
た。建設業者の皆さんからは随分叱られましたけど
も、もうこれはどっかで治療しないといけないの
で、そういうふうにしました。その代わり必要なも
のは一生懸命やりましたけども、必要でないものま
でむやみに公共事業をやって、景気対策だ、雇用政
策だとやるのはやめました。

そういうことを経験したものから、今回の来るべ
き補正予算を、どんなものになるかよく分かりませ
んけども、ひょっとしてまた地方の田舎のために、
鳥取県みたいな地域のために、雇用のため、地域経
済のためだと称して公共事業がいっぱいばらまかれ
るとしたら、あまりいい政策じゃないなということ
なんです。

高知県はどうなんでしょうかということですね。
一つずつ分析してみてください。地主さんが高知銀
行に、高知銀行じゃなくてもいいんですけど、地元
の銀行に預けたときに、その銀行が地元のいろんな
プロジェクトに融資をする案件が目白押しでみたい
なことは多分ないでしょう、そのお金はどこへ行く
か。国債は今、日銀が一生懸命買ってくれてますけ
ど、いずれにしても預金がまた東京やどっかの息子
や娘の財産になる可能性もあるわけです。

それから資機材ですけど、建設機械をいっぱいつ
くってる会社があるか、鉄をつくってるか、セメ
ントをつくってるか、アスファルトを製造してるか
となると、点検してみると地元への経済波及効果が
どうかというのは分かります。そういうことをやっ

てみたうえで、公共事業をやることがメリットがあ
る、多少背伸びをしても公共事業をやるのにメリッ
トがあるという地域であればやってもいいと思いま
す。そうでなければ、お金はいたずらに消えてい
く、自治体に借金だけが残ると、こういうことにな
りかねません。

私は鳥取県の知事として鳥取県のことを一生懸命
分析しましたので、あえて鳥取県のことしか言いま
せんけれども、それぞれの地域で検証してみられた
らいいのではないかと思います。少なくとも鳥取県
では、この地方創生のために公共事業を積み増しし
ますよと言われても、建設業者の皆さんは喜びます
けど、地域全体という観点で見た場合には全く賢明
な策ではないということです。

じゃあ、真の地方創生には何が必要なんですか。
ちょっと順番変えますけど、真の地方創生、何が必
要ですかということなんですが、これも鳥取県のこ
とを分析した経験で言いますと、鳥取県は何で経済
が駄目なんだろうか。その前に雇用が少ない。だか
ら、若者が出ていくということですよね。若者が出
ていくのは仕事がないからです。魅力ある仕事がな
いから。仕事があるんなら定着したいという人がほ
とんどでした。

私も高校生といろいろ話をしてみると、「そりゃ
あ、やっぱり地元で住みたいですよ」と言ってる子
がほとんどです。中には、東京に行きたい、世界に
行きたいという人ももちろんいます。それはそれで
いいですけど、多くはやっぱり地元へ残りたいと
思ってるんですけど、いかんせん、自分が誇りを
持って魅力を持って取り組める仕事がなかなか見出
し難い。そのときに言われたのは、「県庁か地元の
銀行かぐらいならいいけどって、親に言われまし
た」って。それはちょっと寂しいですよね。県庁か
地元の銀行しかないって言われたら困りますよね。
やっぱり地域の民間経済にいろいろ魅力のあるポス
ト、仕事があったほうがいいですよね。でも、ない
です。何でないんですかというと、地域経済が停滞
してるからなんです。

そこで地域経済を活気づけなきゃいけないという
話になるんですけど、その前になぜ地域経済が停滞
してるのかということを検証してみたんです。どう
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して鳥取県は地域経済が停滞してるんだろうかとい
う、その原因を探る。それも鳥取大学の先生なんか
にも頼んでやったんですけど、幾つかいろんな事由
が出てきました。例えば鳥取県は下請け経済なんで
す。下請けって一生懸命働くんですけど、実入りが
少ないんです。ほとんど親元のほうがいいとこ取っ
ちゃいますから。

鳥取県に縫製工場がいっぱいあるんです。縫製工
場っていうのはアパレルです。男性の高級紳士服な
んかつくってます。でも、ほとんどがそれＯＥＭ生
産といって下請けですから、銘柄は有名ブランドで
全部売って高いんですけど、納めるときはすごい安
いんです。下請け会社が全部つくって、それを発注
元に納めるときはものすごく安いんです。実入りは
少ないです。

一番分かりやすい例でいうと、ちょっと言いにく
いんですけど、鳥取県には幾つか女性の高級下着
をつくってるところがあります。それは売られると
きは、グンゼとかトリンプとかワコールです。その
下請けなんです。そこで毛布系から全部つくるんで
す。何つくってるか、女性の下着なんですけど、
私見に行ったとき、その工場では女性の高級ブラ
ジャーがつくられてました。

立派なものをつくってて、「これ、いくらぐらい
するんですか」って聞いたら、「これ大体売価は
１万 5,000 円です」と。「そら、儲かっていいです
ね」って言ったら、そこの会社の社長さんが嫌な顔
して、「知事さん、我々がつくって、これを出荷す
るときいくらだと思いますか」。末端価格１万 5,000
円だから「3,000 円、4,000 円、5,000 円かな」っ
て言ったら、くすっと笑って、「800 円です」。800
円で納入したものが１万 5,000 円になるわけです。
それって何かすごく不公正な感じがしますよね。

だけど、別に誰かがねこばばしてるわけじゃない
ですよ。なぜかというと、それはやっぱりデザイ
ナーがいて、デザイナーもちゃんと取るじゃないで
すか。デザイナー、ワコールなんかは京都にいま
す。商品企画とか商品開発するのも全部本社にいま
すから、それは東京や京都になります。鳥取県でや
るのは布系を加工して組み立てる、加工組立です、
自動車でいえば。そこは 800 円です。

出だしのところのデザイナーなんかの収益が高い
です。途中段階の加工組立が安いです、縫製です。
今度、売るときには宣伝します、テレビで。女性の
下着なんか宣伝してますよね。テレビの広告料がす
ごい高いですから。その広告料の中から芸能人の皆
さんの高い所得が生まれるわけです、べらぼうに高
い所得が。あと銀座とかの地価の高いところで売れ
ば、百貨店の地代とか、そんなところに消えていき
ます。

だから、あながち１万 5,000 円で売れるものが
もとを正せば 800 円と言われても、いろいろ聞い
てみると腹も立たないんですけど、それでも切ない
ですよね。一生懸命全部つくって 800 円ですから。
これが下請けです。働けど働けど、おらが暮らし楽
にならず。

こういう構図を変えて自社ブランドで売れるよう
にする。そのためには何が必要ですかというと、
加工組立の技術はもうありますから、あとはデザイ
ナーの機能とかブランディング、自社の銘柄で売れ
るブランド力とかマーケティングとか、地域経済に
はそういうのが足らないんですね。そういうところ
は所得は比較的高くて、若い人に魅力がある仕事で
す。それは全部東京とか京都でやるわけです。そう
いうのを地域でつくっていくということが重要にな
るわけです。

だから、地方創生の一つのこれは解決策です。
せっかく地元でつくってても安く買いたたかれるわ
けですから、買いたたかれないだけの自社で売れ
る、そういう能力を持つというのが大事。じゃあ何
が必要ですかというと、デザイナーの機能が必要で
す、それからいろいろマーケティングとかブランド
とか、そういうのを担える人材づくりとか、今はそ
ういうのは東京なんかに集中してますから。そうい
うのが地方でも生まれるような、そんなことをしな
きゃいけない。

ということは、一朝一夕にすぐ、今日始めたから
明日できますというものじゃないんです。もっと
息の長い話になります。そういうのが一つの真の地
方創生に必要な分野です。もしデザイナーとか、そ
れからマーケティングとかをする仕事が鳥取にあれ
ば、多分鳥取県の若い人で優秀な人はじゃあその仕
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事に就きたいと。そこそこ収入があるし、ある種
かっこいいですよね、デザイナーなんて。何か変
わってくるんですけど、現時点ではないです。それ
をどうやってつくるかというのが、真の地方創生の
一つの重要なポイントです。

あと鳥取県のウィークポイント、地域経済の
ウィークポイントはお金がどんどん外へ出ていくこ
とです、毎日毎日、地域から。皆さんの家庭でも、
家庭からお金がどんどん出ていけば、貧乏になりま
すよね、破綻しますよね。県経済も独立国ではあり
ませんから厳格なその計算はできないですけど、大
雑把には計算モデルがあるもんですから、それを使
えば専門家に頼んだらやってくれるんです。鳥取県
の地域の内と外とのお金のやりとりという収支差を
計算してもらったら、圧倒的にお金が出ていくほう
が多かったです。今でもそうです。多分高知県もそ
うです。

稼ぐのは稼ぐんですよ。例えば当時でいうと、三
洋電機というのが隆々としてありましたので、今
はありませんけど、三洋電機の電気炊飯器とか、当
時はカーナビつくったり、それから au の携帯の端
末をつくったり、それから白物家電の洗濯機とか炊
飯器とかつくって、いい会社だったんですけどなく
なっちゃいました。当時のことですから、それが稼
ぎ頭でした。そういう電気機械産業、それが稼ぎ
頭。あと農産物なんかでは、二十世紀梨だとか、来
月の下旬から出ますから、スイカとか梨とかブロッ
コリーとか山芋とか白ネギとかいろんなものがある
んですけど、そういうものを売ってお金入ってきま
すよね。それが入りのほうです。

出ていくほうは、もう何が多いかっていうとエネ
ルギー代です。化石燃料、石油か天然ガス系は全
部外へ出ていきますから、使えば使うだけ。一切生
産してませんから。油田もないし、石油精製工場も
ありませんから。だから、毎日知らず知らずのうち
に、もうエネルギー代、車運転してもお金がアラビ
アへ出ていくし、朝炊事でガスをつければ、インド
ネシアのほうにお金が出ていくし、もう全部外へ出
ていきます。

電気代は原発もないし、火力発電所もありません
ので、93 ～ 94％外に出ていきます。県内の自給率

は６％～７％であります、中国山地でそこそこ水力
発電で企業権というのがあるから。後は全部県の外
へ出ていきます。これは多分お隣の島根県の原発で
つくった電気を使ってたでしょうから、そっちのほ
うに出ていくわけです。いずれにしても県からは外
にお金が出ていく。これはエネルギー代が化石燃料
系と電気系でもう毎日湯水のごとくどんどんお金が
出ていくわけです。稼いでも稼いでも出ていくわけ
です。

そのほか例えば自動車関係、自動車工場がありま
せんので、今皆さん共稼ぎで一家に３台ぐらいあり
ますから。自動車買えば、愛知県とか神奈川県にお
金が出ていくし、自動車に乗れば保険をかけなきゃ
いけない。保険代理店と契約しても東京に保険料は
出ていきますし、さっきの話で乗り回せばガソリン
代は出ていきますし、だから自動車に乗ってもお金
がどんどん出ていきます。で、差し引きするとお金
は出っ放しです。

お金が出ていくということは、それにとどまらな
いで雇用も付いて出ていきます。なぜならば、分か
りやすい例で言うと、最近よく地酒で乾杯しましょ
うなんて運動がありますよね、地酒で乾杯条例をつ
くったりして、いいことですからやってください。
地酒で乾杯して、みんなが地酒を飲むようになれば
どういうことになるかというと、地元の酒屋さんの
仕事が増えます、お金が落ちますから。そうする
と、人を増やそうかなといったら雇用になります。
増やさなくても雇用を維持できます。どんどんどん
どん地酒が売れるようになって、地酒屋さんの仕事
が増えればゆくゆくは雇用が増えると、そういうこ
とです。

ところが、地酒なんかまずいからもうフランスの
ワインを飲もうといって、フランスのワインを飲
むとフランスのワイン醸造所にお金が出ていきま
す。そこの仕事になります、フランスの仕事になり
ます。その分、地元の酒屋さんの仕事は減るわけで
す。だから、お金が出ていくということは雇用も出
ていきます、お金が入ってくるということは雇用も
入ってきますので。

馬路村の村長さんがおられますけど、馬路村で立
派な食品をつくられて、私も使ってますけど、東京
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で買えば馬路村に入るわけですよね。お金が入るだ
けじゃなくて、私が１本買ったからって仕事は増え
ませんけど、みんなが使えばそこの仕事が増えるわ
けです。だから、お金が出ていくということは雇用
が減っていくと、お金が入ってくるということは雇
用も増えるということです。

だから、鳥取県はお金がどんどん出ていってし
まってるということは、雇用もどんどん失われてる
ということです。だから、県の地域経済も駄目で雇
用もなくて、若い人が残れませんねというのはもう
当たり前なんです。当たり前というと変ですけど、
しょうがないですから、お金が出ていきますから。

だから、これを何とか止めよう、地方創生で人口
が減らないようにしましょうねというと、お金が
出ていかないようにするということが非常に有効な
手法になるわけです。お金が出ていかないようにす
るにはどうすればいいですかというと、稼ぐほうを
増やす。馬路村みたいに稼ぐのを増やす。これは有
効です。でも、みんながみんなそういうことにはな
らないですよね。そうすると、みんなができること
は何かっていうと、出ていくのをちょっとでも減ら
す。

じゃあそれは何ですかというと、例えばエネル
ギーを節約しましょうとか、マイカーみんなが一家
で３台乗り回すのやめて、できるだけ公共交通機関
を充実させてそれを利用するようにしましょうとい

うと、まずガソリン代が減ります。自動車が減れ
ば、愛知県に出ていくお金も減ります。もっと言え
ば、自然再生エネルギーをつくりましょう。風力発
電とか太陽光にすれば自前のエネルギー供給率が増
えますから、そうするとお金が外へ出ていくのを防
ぐことができます。いろいろやり方はありますけど
ね。

ただ、これも一朝一夕にすべてが解決するってい
うものじゃないですよ。一歩一歩、小さいところか
ら一歩一歩。私、鳥取県知事のときにそういう経済
構造の弱点というものが分かったものですから、エ
ネルギーだということで、じゃあどうしようかとい
うので、今さら原発っていうわけにはいきませんの
で、それで風力発電を始めました。

東日本大震災よりずっと前のことですから、もう
風力発電なんてほんとに何か鼻でせせら笑われるよ
うな感じでしたけどね、電力会社とか経産省とかに
は。せっかく電力会社が安くていい電気を安定的に
供給してあげてるのに、何でそんなつまんないこと
やるんですかみたいなこと言われましたけど、県の
経済と将来を考えれば、ちょっとでもエネルギーの
自給率を増やすということが県経済にとって重要だ
からってなことで３基から始めましたけど、今は随
分増えてます。こんなのももうほんとに一歩一歩で
す、地道に、急に変わるということはできませんの
で、だけど、何もしなかったら何も変わらないの
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で、ちょっとでも始めましょうということです。
地方創生というのは、実はそういうことを地域ご

とに考えて、自分たちの地域の弱点を補い、長所
を伸ばしていく。鳥取県で言えば、下請けからでき
るだけ脱却して自前の商品で売れるようにする。馬
路村の食品だって、下請けだったら儲からないです
よ、多分。全部自前のブランドで売っておられるか
らですよ。随分違うと思います。そういうこと。

それから、さっきの域際収支って私なんか言いま
すけど、要するにお金が地域から出ていくのと入っ
てくるのと比較して、ほとんどの地方は出ていくほ
うが多いですから、なるべく出ていかないようにす
るには、一番の出ていく要因をちょっと流れを変え
る。それはエネルギーを自分のできる範囲内で自然
エネルギーなんかを増やしていく。あとは省エネ、
特に車依存社会から少しでも脱却して、まず第一歩
は公共交通機関をなるべくみんなで利用しましょう
ね。歩ける人はもっと歩きましょうね。

私、今日は１年半振りに高知県へ来たんですけ
ど、前回来たときは室戸に行ってひたすら歩きまし
た。途中お寺に立ち寄ったりしましたけど、例に
よって。３日間ありましたけどもうほとんどずっと
歩いてました、健康のために。ちょっとでも歩ける
ところは歩いたほうがいいと思います。それは健康
のためにも、地域経済のためにもいいことだと思い
ます。

さて、今の地方創生はどうかということになるん
ですが、さっきうまくいってないことが多いと言い
ましたけど、うまくいってないのには理由がありま
す。どんな理由があるかというと、失礼ですけど、
国がやってることはピント外れが多いです。国が号
令をかけて地方創生で全国にやらせた政策がありま
す。地方創生の政策で国がお金を出して。何かご存
知ですか、思い当たることありますか。全国すべて
の自治体が取り組んだ。

一億円構想です。あれは随分前、竹下内閣のと
き。今時の地方創生でガッてやってることがありま
す。村長さん以外で分かる方。あなたのところで
も、私のところでもやりました。プレミアム付商品
券やったでしょう、あれ地方創生なんですね。１万
円出したら１万 2,000 円の商品券が手に入ります。

2,000 円儲かりました、良かった良かった。差額は
国が出してるんです。国はそのお金どうしたんです
かって言ったら、赤字国債を発行して借金して配っ
たんです。

何をやってもいいですよ、自由ですよ、自由に創
意工夫で考えてくださいと国は言ってるんですけ
ど、実は商品券をやれということがあったんです
よ。私の知り合いに何人も全国で聞いてます。「何
で商品券やったの、何でもやっていいと言ってるの
に」って聞いたら、「商品券やらない、うちは別の
ことをやると言ったら、県からコラッ、メッって言
われて、そんなことならもう応援しないぞと言われ
た」って何人もの人が言ってましたから。

国の方針として全国で商品券を津々浦々やらせた
んですけど、商品券１万円で１万 2,000 円の物が
買えますよっていう政策をやって、その券が手に
入った人は良かったなということですけど、地域経
済のことを考えたときに、あれで何か前進があった
でしょうか。例えばさっきの鳥取県のモデルでいう
と、下請け経済の改善に何かいい影響があるでしょ
うか。何にもありません。下請けから脱却すること
と何の関係もないです。お金が地域の外へ出ていく
ほうが多い。これを何とか流れを変えなきゃいけな
い。そのことに何か改善の影響はありましたか。何
もありません。何もないんです。だから、ピントが
ずれてるんです。大金を使ってピントがずれてる。
だからうまくいってないのは、むべなるかなという
感じがします。

あと、今日のテーマで、私もこのテーマ大好きな
んですけど、「競争」から「共創」へと。この地方
創生というのは、いたずらに地域間の競争をあおっ
てる面があるんです。自治体というのは、そんなに
隣近所で競争するものじゃないです。住民の皆さん
のためにほんとにふさわしい政策を考えて提供す
る。できるだけ無駄づかいをしない。本来、隣近所
と何か張り合って競争するようなものではないで
す、ボクシングと違いますから。ところが競争をあ
おるようなことをするんです、いたずらに。

例えばふるさと納税ってありますよね。これはう
ちに寄附してくれたら、いいものをプレゼントしま
すよっていうことなんですけど。例えば私は鳥取市
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にも家がありまして東京と行ったり来たりしてて、
今はちょっと勤務の都合上東京都港区に住所を置い
てますけども、鳥取市に家がありますから、そっち
に住所をすぐ移すこともできるんです。

仮に私が鳥取市の住民だったとします。私が鳥取
市の住民で、例えば同じ鳥取県に米子市というとこ
があるんですけど、どこでもいいんです、高知市で
もいいんですけど、高知市に寄附したら何がもらえ
るかって私もよく分からないので、分かってる例で
言いますと、米子市に私が 10 万円寄附したとしま
す。そしたら米子市から５万円分ぐらいのハムが届
きます。私が鳥取市で納める税金が９万 8,000 円
安くなるんです。鳥取市は大損するんです、ふるさ
と納税で。

住民である私がよその米子市でも高知市でもどこ
でもいいんですけど、よその自治体に寄附をする
と、私が 10 万円寄附すると９万 8,000 円地元の税
金が減っちゃうんです。米子市に 10 万円入ります
よね。米子市は 10 万円入って良かった良かっただ
けど、それだけじゃ誰も寄附してくれないから４万
円～５万円お返しするわけです。最近半分ぐらいお
返しするところが増えてます。大山ハムといういい
ハムがありますから、それが欲しいなと思ったら
５万円分それが来るわけです。

どういうことかというと、私は 10 万円寄附した
らこっちが９万 8,000 円安くなりますから 2,000
円の持ち出しですよね。2,000 円の持ち出しで５万
円のハムがもらえるんです。良かった良かった。米
子市は 10 万円寄附してもらって５万円お返しする
けど５万円残りますから、良かった良かった。鳥取
市は何か知らない間に、片山さんがどっかに浮気し
て寄附したがために税金が随分減りましたけれど
も、という関係なんです。

ふるさと納税はいいという人が多いですけど、基
本的な構図はこういうことなんです。要するに、ふ
るさと納税というのはどっかの税金を奪い合いの競
争なんです。ぼやぼやしてたら奪われるばっかりで
すから、鳥取市もいいプレゼントをしますよという
ので、よそからまた税金を奪おうとするわけです。
奪い合いなんです。

最近、自治体の皆さんは、そのふるさと納税を自

分ところに引き寄せるためにいろんな知恵を絞って
あの手この手で、こんな商品だったらいいや、あん
な商品だったらいいというので、そういうことに一
生懸命力を入れるんですけど、本来自治体は住民の
皆さんにどういう質のいいサービスを提供するかで
ほんとは頭を悩まさなきゃいけないんです。それを
よその税金を奪うために一生懸命頭を悩ましてる、
全国で。変ですよ、こんなのは。

だけど、こんなふるさと納税の仕組みを国がつ
くっちゃったもんだから、もうそうせざるを得ない
んです。だって、ぼうっとしてたら奪われるばかり
ですから。殴られたら殴り返さなきゃいけない。だ
から、一生懸命これがいいかな、この商品ならいい
かな。そういう話になるわけです。

経済にとっても良くないです。例えば東京の人が
ハム欲しいなと。５万円のハム買うていったらなか
なか買いませんよね。だけど、ふるさと納税を利用
したら 2,000 円で５万円のハムが手に入るんです
から、もう三越へ行って５万円のハム買おうという
気は起こらないです。だって 2,000 円で買えるん
ですから。こんなことしてたら、ほんと駄目になり
ます。

大分県のある市が、そこにＣで始まる有名なプリ
ンターの工場があるんです。プリンターを持ってお
られるでしょう。カラーのインクが結構高いです。
５万円寄附してくれたら２万 5,000 円分ぐらいの
プリンターのインクを提供しますということになっ
てるんです。すると、５万円寄附するとこちらの税
金が４万 8,000 円安くなるんです。だから 2,000
円で５万円の寄附をします。そうすると２万 5,000
円のプリンターのインクが手に入る。要するに、
2,000 円で２万 5,000 円分のキャノンの製品が買
えるわけです。ヤマダ電機行って買おうっていう気
しないじゃないですか。

こんなことをしてたら、ほんと経済が駄目になっ
ちゃいます。それを貰った人がヤフオクにインク
を出して、ヤフオクで安く取り引きされたら。だか
ら、ふるさと納税というのはほんとに愚かな制度で
す。それを地方創生でみんなで頑張って競い合え競
い合えって、国は言うんですけど、こんなばかげた
制度をやってると自治体は消耗して疲弊するし、実
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は日本の経済も駄目になっちゃいます。
最後に、憲法と地方自治ということで少しお話を

します。地方創生というときに憲法関係ないじゃ
んって一見思われるかもしれませんが、実はそんな
ことはなくて、憲法と関係あります。何かという
と、やっぱり地方を創生するというときには地方自
治体がしっかりしてなきゃいけないです。地方の自
治というものがしっかりしてないといけないです。
自分たちの地域のことは自分たちで決められるんだ
という、この重要な仕組みが守られないといけない
です。

自分たちの地域のことも自分たちだけでは決めら
れなくて、国からこづき回されてああせえこうせ
えと言われるようなのは、本来地方創生とは縁遠い
です。全国一律に総合戦略をつくれ、いついつまで
に。これを踏まえて委員会をつくれって、同じやり
方で自治体に迫って、早く持ってこい、早く持って
きたところは優遇するけど、おまえらの自治体は知
らないぞみたいなのは、そもそも地方創生とは全く
対極にある中央集権なんです。

憲法に地方自治ってちゃんと書いてあるんです。
憲法というとすぐ９条、ここの会館なんか３階に憲
法９条を書いてましたけどね、重要ですからそれは
いいんですけど、憲法は９条だけじゃないんです。
いろんなことがあるんです。今日のテーマの地方自
治のことも 92 条から 95 条まであります。ぜひ読
んでください。重要なことが書いてます。

憲法って何ですかというと、憲法の意味ですね、
憲法の一番のポイントは何ですかというと、権力者
の横暴にたがをはめるというところが憲法の役割で
す。権力を持つ者、権力者というのはついついやっ
ぱり横暴になるんです。というのは、反対が出てき
たり、異論・反論が出てきたりすると嫌われるじゃ
ないですか。あいつ黙らしたいなとやっぱり思う人
もいるんです。いろんな異論・反論が出てきて、今
日はいい話聞いたな、自分の至らない点を指摘して
くれたからほんとに今日はいい話を聞いたっていう
権力者は、いないわけじゃないけど少ないですよ
ね。

大概の人は、人が一生懸命やってるのに気が悪い
なと思ったり、それからもともと野心と邪心を持っ

てる人は、自分の本音を指摘されると余計気が悪い
ですよね。だから、何かかんか機会を見つけて敵対
勢力をぐっと抑え込んだり、マスコミを封じ込めた
り、最近トルコを見るとそんな感じがしますけど、
やっぱり権力というのは常に自己目的化して横暴に
なる可能性があります。

安倍さんは、それは絶対君主の時代のことで、民
主主義の時代はそんなことないよって言われてます
けど、それは違います。民主主義の時代でも、民主
主義の時代だからこそ、権力は横暴になる可能性が
あります。ヒトラーはワイマール共和国の民主主義
の中から出てきたわけです、民主主義的手続を踏ん
で。だから、権力は絶対王政のときはもちろんです
けど、いわゆる民主主義のプロセスが保障されてい
るところでも権力の横暴にはたがをはめなきゃいけ
ない。これは権利であるわけです。

法律はその権力者たちがつくるんです。国会議員
も権力者ですから、そういう国家権力を担う人たち
が法律はつくります。法には従わなきゃいけない。
これは国民が従わなきゃいけないです。だけど、
ほっとくと、その権力者たちは勝手気ままな法律を
つくる可能性があります、自分たちに都合のいいも
のだけを。横暴になる可能性があります。制度だけ
じゃなくて、国会もそうなんですけど、権力者です
から。それにたがをはめる。国会は法律をつくれる
けども、それには制約と限界がありますよという意
味のたがです。じゃあどんなたがですかといった
ら、国会は法律をつくれるけれども、表現の自由を
制限しちゃいけませんよとか、国会は法律つくれる
けれども、戦争を仕掛けるような法律をつくっちゃ
いけませんよというのが憲法９条です。

そういう憲法は、実はもう一つ大事な意味があっ
て、多数の横暴から少数者を保護するという面もあ
るんです。国会は数の論理で決めますから、多数が
勝ちます。多数を取ったほうが強いです。これに任
せておくと、少数者が邪険にされる可能性があるわ
けです。できますから。だって法律は多数でつくる
わけだから、少数者をいじめてやろうと思ったらで
きるわけです。それもいけないので、そんなことを
しちゃいけませんよということを書いてあるわけで
す。
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その一つが地方自治でして、地方自治をちゃんと
守らなきゃいけません。国会はいろんな法律つくれ
るけれども、でも、地方自治を踏みにじるような法
律をつくっちゃいけませんよ。特定の地域をいじめ
るような、特定の地域に不利益を及ぼすような法律
をつくっちゃいけませんよ、というのを憲法に書い
てあります。

その典型例が、今回高知県もそうなんですけど、
鳥取県もそうなんですけど、合区されちゃいまし
たよね。あれ数の論理なんですよ。一票の格差と言
えば聞こえはいいんですけど、多数決の原理なんで
す。あれは数の論理なんです。実は私はもう前々か
ら、あの合区のことを決めた公職選挙法は憲法違反
だって主張してるんですけど、なかなか賛同者が得
られなくて困ってるんです。

何で憲法違反かというと、今回の法律はどういう
仕掛けでなったかというと、基本的には参議院は都
道府県単位で選びますよという仕組みになってるん
です。北海道何人、青森県何人、東京都何人、ずっ
と来て、兵庫県何人、奈良県何人、和歌山県何人、
鳥取県及び島根県１人になってるんです。それから
徳島県・高知県１人になってます。それで何のルー
ルもないんです。ほかの 43 都道府県は全部各都道
府県単位に定数が割り振られてるのに、鳥取県と島
根県、高知県と徳島県だけは実はがっちゃんこされ
ちゃったんです。それは一票の格差を是正するんで
すよと、そういうことなんですけど。

実はそういうふうに特定の地域だけが他の地域と
は違った取り扱いをするっていう場合には、一定
の作法があるんです。そのことを憲法は書いてあり
ます。何を書いてあるかというと、そういう特定の
地域だけに特別のルールを強いる場合には、その地
域の住民の住民投票をしなさいよと書いてあるんで
す。そういう法律をつくる場合には。だから、今回
も本来ならば国会で公職選挙法の改正をして、鳥取
県と島根県をくっつける、高知県と徳島県をくっつ
けるといった場合には、その４県の住民の住民投票
をして過半数の賛成がなければ法律は成立をしな
いっていう仕組みが憲法には書いてあるんです。見
てください、憲法 95 条。９条しか３階に貼ってな
いから、気がつかないんですよ。

じゃあ何でそんなことをするかというと、例えば
仮の話ですよ、今の政権の話じゃなくて一般論です
けど、どうも沖縄県気に入らないなと。沖縄県知事
気に入らないなと。沖縄県ではもう公選の知事制度
をやめて、国が任命する知事制度にしようかと。第
二次大戦が終わるまではそうでしたから。そういう
法律をつくろうと思ったら、地方自治法を改正すれ
ばできます。あっという間にできます。そんなこと
したら駄目でしょ。そういうときには、そういう法
律をもし国がつくろうとするならば、沖縄県民の住
民投票をして、過半数の同意が得られなければでき
ませんよという仕組みです。だから、できっこあり
ませんよということです。そうやって少数者を保護
している。

数の論理でいくと、絶対多数が勝ちますから、少
数者は思わぬ不利益を被ることがあるんです。それ
を防ぐために憲法 95 条というのがあって、そうい
う不利益を被らせようとするならば、その不利益を
被る人たちの住民投票で賛成がなければいけません
よという。こういう権力者の数の横暴から少数者、
少数地域を防ぐ仕掛けがしてあるんです。今回もほ
んとならば４県の住民投票をしなきゃいけない。だ
から憲法違反です。

しかし何にも意見聞いてないんです。国民の代表
を選ぶ選び方を変えようというのに、該当地域の
住民の意見も聞いてないんです。聞かれてないで
しょ、高知県の人も国会で公聴会やりましたなんて
ないでしょ。何にも審議してない、何にも意見聞か
ない、まして住民投票もしない。さっさとやってし
まって、一票の格差是正。これも重要ですよ、法の
下の平等ですから。

だけど、憲法が保障してるのはそれだけじゃない
んです。ほかの利益もあるわけです。少数者の利益
を守る。だから、どうもマスコミの皆さんももう一
票の格差で頭が占領されてしまって、思考停止状態
になってるんじゃないかと私なんか思うんですけれ
ども、大新聞を中心に。ほんとはもっと違った憲法
の原理というものもここで加味すれば、もっと違っ
た解決の仕方があったんじゃないかという気がしま
す。

もちろん公職選挙法の改正の仕方を工夫すれば、
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住民投票は要らない。例えばこんなことができる
んです、算式をきちんと書いて、人口が何人以下に
なったところはもう自動的に合区の対象にします
と。鳥取県、島根県とか言わないで。算式を書い
て、人口がこれ以下になったら合区の対象にします
というようなことが書いてあれば、例えば東京都
だって将来人口が減ったら合区の対象になりますよ
というのを抽象的。そういう法律の仕掛けにしてあ
れば、普遍的な法律なんでいいですけど、今回はつ
まみ食いで鳥取・島根、徳島・高知、これだけを合
区してやるというのはほんとは憲法違反なんです
ね。

しかも何で鳥取県と島根県をくっつけるのか、何
で高知県と徳島県をくっつけるんですか。例えば香
川・徳島という組み合わせだってあるじゃないです
か。南北で合わせる組み合わせだってあるので、鳥
取県と岡山県をくっつけて、広島県と島根県をくっ
つけるという案だってあるわけですよ。何でそんな
に少ないもの同士をくっつけて勝手にやるんです
か。意見ぐらい聞いてくれたらいいじゃないです
か。

鳥取県と島根県はいろいろかつて関係がありまし
て、明治９年に鳥取県は島根県に併合されて島根
県になっちゃったんです。これは大変だっていう
んで独立運動を起こして、明治 14 年に独立したん
です。明治 14 年９月 12 日に島根県から分離した
んです。今、鳥取県は県民の日というのがありま
して、９月 12 日なんです。島根県から独立した日
が、県民の意識を高揚しと条例に書いてますけど、
そういう間柄だったんです。別に今はもうけんかし
てるわけじゃありませんけど、実はそういう過去の
いきさつもありまして、そんな歴史的意見も踏まえ
て、いろんな意見を聞いたうえで合区をするってい
うならまだ分からんでもないけど、何の審議もしな
いで淡々と、物理主義的にくっつけたような今回の
仕組みは、私なんかはちょっと怒り心頭に発してる
んです。

もう一つ、与野党を問わず、該当の地域の国会議
員、与野党って野党いないですね、国会議員の人誰
も反対してないですよね。街頭では私反対したって
言ってる人いるかもしれないけど、国会議決は反対

してませんから。石破さんも反対してないんです。
それも変だなと思うんです。何で反対しなかったん
だろうと思いますけど、今日はその話を言いに来た
わけではありませんので、これぐらいにしておきた
いと思います。

何が言いたいかというと、要するに、憲法はいい
ことは書いてあっても、ほっとくと絵に描いた餅
になります。だから、今回のように勝手に合区され
た場合にはけしからんと、しかも憲法に違反するん
じゃありませんかと、私なんか声を大にして言って
るんですけど、そういう取っかかりがあれば、少な
くとも該当地域の皆さんとかマスコミの皆さんは、
やっぱり憲法違反であるということはちゃんと認識
共有したうえで発信していくということが必要では
ないか。

そうすると、次に控えてる、いや、衆議院じゃな
くて、山梨県とか福井県とか佐賀県とか、いろい
ろ明日はわが身の人たちがいますから、そういう人
たちと連携して、今の仕組みはおかしいんじゃない
ですかという輪を広げていくということは重要だと
思うんです。今のところ４県以外は何にも関心がな
いです。ふーんって、ほんとに。あんたら、明日は
わが身だよって言うんですけどね。「青柿、熟柿を
弔う」っていう言葉が、もう最近あまりないですけ
ど、青い柿が熟々になってぽたっと落ちた柿を気の
毒だなと弔うというんですけど、青い柿もいずれぽ
たっと落ちるんですよね。だから、そう言って佐賀
県の人なんかにも言うんですけど、今のところあま
り関心がないです。

ＴＰＰっていうのありますよね。最後ですけど、
ＴＰＰに賛成の人。反対の人。何で反対ですか。
日本の農業が駄目になると言われるんですね。ＴＰ
Ｐって何かというと、関税の例外なき撤廃。すると
農産物に例外なく関税が撤廃、いずれなりますけ
ど、日本の農業が成り立たない、地域農業が大きな
ダメージを受けるから、それは反対だ。結ぶんなら
ば、農業に対するてこ入れをちゃんとやっておいて
くださいねと、そういう話なんですけど。

今日は別の話をします。ＴＰＰというのは実は関
税の撤廃だけじゃないんです。いろんな商慣習と
か仕組みを加盟国では共通にしましょうということ
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です。例えば新薬の特許権を年数を一緒にしましょ
う、本とかの著作物の著作権を一緒にしましょう、
こういう話になるわけです。

ほかにもいろいろあって、特に私が気になるの
はＩＳＤという条項がありまして、ＩＳＤのＩは
Investor で企業です、外国の企業です。Ｓは State
で国とか自治体のことです。Ｄというのは Dispute
で論争・議論・争いです。要するに、外国の企業と
国、自治体の仕組みとがバッティングしたときの解
決の仕組みで、これは自国の司法制度を使わない
で、アメリカにあります世界銀行なんかにあります
裁定機関みたいなものがあって、そこで裁くんで
す。そこの裁判官のような人はみんなアメリカの弁
護士です。そういう仕組みなんです。

どんなことかというと、要するに商売の邪魔にな
るような仕組みは撤廃させますよということなんで
す。もう全部一緒になっちゃったんだから、そうす
るとどんなことが起きるかというと、例えばさっき
の公共事業なんかを高知県でもやられてると思いま
すけど、できるだけ地元の業者さんに受けてもらい
たいというのでいろんな仕掛けをしてるはずです。
鳥取県でも一生懸命やりました。県内で事務所がな
ければ入札に参加できませんよ。大手のゼネコンに
対して嫌がらせみたいなことをしてるわけです。

大手のゼネコンはそういうのにあまり文句を言わ
ないで甘んじておられますから良かったんですけ
ど、今度ＴＰＰになるとアメリカのエンジニアリン
グ会社が出てきて、何でおれらに参加させないんだ
という話になったときに、いやいや、ちょっと地元
の業者さんにやってもらったほうがいいですから、
地元の業者さんにやってもらえば雇用もうんぬんか
んぬんというんですけど、それが何て言うんです
か、みんな地元じゃないかとＴＰＰに入ったら。加
盟国みんな地元なんですよ。だから、そういうバリ
アを設けるのは、障壁を設けるのは違反ですよ、そ
うなるでしょう。こういう話になるんです。

これは実はほかにもいろいろあって、例えば禁煙
政策とか、喫煙による健康被害防止なんてやってる
じゃないですか。これオーストラリアとニュージー
ランドが非常に心配しまして、何を心配したかとい
うと、喫煙の健康被害防止策をいろいろやってるわ

けです、ニュージーランド、オーストラリアも。Ｔ
ＰＰに入ると、その制度に対してフィリップモリス
のようなアメリカの大手のたばこ会社が出てきて、
そういう政策はうちの商品の売れ行きを妨害するん
だから駄目じゃないかって言ってくる可能性が非常
に高いです。オーストラリアとニュージーランドは
最後まで抵抗して、実はこのＴＰＰからたばこを除
外するっていう、要するにたばこの禁煙政策なんか
やっててもフィリップモリスは文句を言えない。日
本もＪＴたばこが文句を言えないような仕組みをＴ
ＰＰの中に設けたんです、例外として。例外はそれ
だけです。

そうすると公共事業で、アメリカの大手の公共事
業をやる会社が出てきておれも入札に入れろと言っ
たときに、いや事務所がないでしょ、地元に、県内
にって言ったら、だからどうした、そんなの関係な
いだろ、おれはニューヨークに事務所がある、全部
ＴＰＰの域内じゃないかという話になります。

それから、自治体はみんな指定金融機関ってやっ
てますよね。市町村の場合は小さいからどうっちゅ
うことないでしょうけど、高知県は高知銀行ですよ
ね、違います、四国銀行、ごめんなさい。四国銀行
で、アメリカの大きな銀行が出てきて、うちにもや
らせてくれませんかって言われたときに、さぁどう
するんでしょうね。いやいや、地元の銀行にやって
もらってるんですって。そういうのをやめるのがＴ
ＰＰでしょって、そういうことなんです。だから競
争させてください。どういう基準で選んでるんです
か。基準なんかないですから、今まで慣例ですか
ら。ということで、多分問題になります。高知県ま
で来られるかどうか分かりませんが、東京都とか大
手のところは多分論争になりますね。

地酒で乾杯条例さっき言いましたけど、何でバー
ボンウィスキーで乾杯しちゃいけないんですかって
言われたら、いやいや地元ですからって、そんなの
をやめるのがＴＰＰでしょっていうことですから、
もう多分いろんな自治体の地元の政策とバッティン
グします。遺伝子組み換え食品表示ってやってます
けど、アメリカのカーギル社のような穀物輸出商社
が出てきて、何でそんなことやるんですかと、それ
をやると日本の消費者は遺伝子組み換え食品を買わ
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ないので、何の根拠があってそんなことやるんで
すっていう話に多分なります。

ですから、ＴＰＰと地域の関係って、すぐ農業農
業と皆さん言われるんですけど、実は農業だけにと
どまらないんです。地域のいろんな政策が急には変
わらないとは思いますけど、徐々に徐々にクレーム
がついて、撤退せざるを得なくなるような状況が多
分出てくるだろうということです。

何が言いたいかというと、地方自治というのは、
自分たちの地域のことは自分たちで決めるというの
が地方自治の原理ですけど、自分たちの地域のこと
が自分たちで決められなくなってしまうという落と
し穴も待ってるわけです。今回イギリスがＥＵから
離脱するというときに、いろんな理由があったんで
す。外国人の移民がいっぱい入ってきて、職を奪わ
れるとかいろいろありましたけど、そのほかの大き

な理由は、自分たちの国のことなのに何でブリュッ
セルにいるＥＵの官僚たちによって、自分たちの手
の届かないところで決められなきゃいけないのか
と。おれたちが決める、その権利を戻そうというの
がＥＵ離脱派に多かったんです。実はＴＰＰも似た
ような面があって、おれたちの地域のことがおれた
ちで決められなくなるという問題があります。

これから国会で審議が続くということになります
から、ぜひ国会ではそれこそ数の論理でさっさと決
めないで、こういう問題を一つ一つ点検していくと
いうことが必要なんじゃないかと思います。まだま
だお話ししたいことありますけど、次のパネルディ
スカッションに私も参加しますので、また、そのと
きにお話ししようと思います。ご清聴ありがとうご
ざいました。
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 （中河コーディネーター）
よろしくお願いします。こ

のセミナーのお話をいただい
たときに講師の先生が片山先
生ということで、ちょうどそ
のとき、東京都知事選挙、明

日投開票ですけども、その有力候補の一人に片山先
生の名前が挙がってまして、もし出馬なさったら、
このシンポジウムもちょっと駄目だなというような
ことになってたんですけども、幸いといいますか、
固辞をなさってくださったおかげで、本日今日ここ
にお越しいただいてお話が伺えたということです
も。

ただ、都知事選挙、高知にいると東京の知事選と
いってもなかなかちょっと遠い感じもするんですけ
ども、しかし、東京一極集中の是正というのは地方
にとっても大きな問題であるし、東京と地方が手を
携えて、どうやって地域振興に取り組んでいくかと
いうことも大きな課題ですから、片山先生のような
方にご出馬いただいて、そういう政策論争をやって
いただいたほうが良かったような気もするんですけ
ども、それはともかく、それでは上治村長も交えた
鼎談ということで進めていきたいと思います。

まず、今日のテーマ「地方創生」ということです
けども、その地方創生ということが国の主要課題と
して取り組まれるきっかけの一つになったのがいわ
ゆる増田レポート、それこそ東京都知事選に出馬し
ている増田寛也さんという元総務大臣、岩手県知事
を務めた方が中心になって出したレポートです。こ

れから 2040 年までの間に 20 代・30 代の女性が半
減してしまう自治体がかなり多くて、そういう自治
体の中で人口が１万人を切るような小規模自治体は
将来消滅してしまう可能性が高いというようなこと
をおっしゃって、非常に衝撃を与えたということで
す。

その地方消滅論、高知県内でいうと、34 市町村
のうちの 23 市町村がそれに該当するということ
で、馬路村ももちろんそういう自治体の一つなわけ
ですが、まず村長に、その増田レポートの地方消滅
論というものをどう受けとめたかということです
ね。昨年の調査でも人口の減少率が県内でトップで
あったという、そういうショックなデータもあっ
て、ほんとに馬路村民がゼロになってしまうような
日が来るのかどうか。ちょっとリアルに想像もしか
ねないんですけども、村の人たちがどんなふうにそ
の地方消滅論を受けとめているのか、あるいは村長
がどんなふうに考えているのか。まず、お聞かせい
ただけたらと思います。

（上治）
ほんとにこういう場に呼ん

でいただきましてありがたい
と同時に、片山先生の隣へ
座っているだけでなかなか
しゃべり方も難しいし、どう

いうふうに言ったらいいのかと頭を悩ましておりま
す。

お話をしていく前に、ここで皆さん方が座ってい

　 パネラー　　　　 片山　 善博 氏
　　　　　　　　　　　（慶應義塾大学教授・元総務大臣・前鳥取県知事）

　　　　　　　上治　 堂司 氏（馬路村村長）

　 コーディネーター　中河　 孝博 氏（高知新聞社論説委員）

３鼎　談
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るのを拝見させていただいておりますけれども、自
分たちのような山村でよく言う言葉が、森林整備を
するのに適度な間伐が必要であるという、ここから
見たらちょうど適正に間伐された状況の中で、皆さ
ん方がしっかり聞いていただいているなというのを
まず感じております。

先ほど増田レポートの中で、自治体が消滅すると
いうお話があったんですが、じゃあ自治体が消滅す
るのは、人口で計っていったら何人になったら消滅
するのかということになろうかと思います。全国で
は、私たちのような町・村といえるところで、人口
が何万というところもありますし、何百という人口
のところもあります。それはそれぞれの人口があっ
て、それぞれの中で自治運営をしてるので、私たち
が消滅をするということはひょっとしたらそこで、
まず２ケタになったら自治というものはできないの
で消滅かもわかりませんけれども、少なくとも自治
ができている間は消滅ということは多分ならないだ
ろうとは思います。

それから、住民の方々が地域がなくなるというこ
とは、地域というのはその自治体としての地域で、
例えば私どもの村もかつて集落というのが幾つか
あったんですが、その集落が人がいなくなって人口
がゼロというのはありますけれども、自治がなくな
るとは感じてはおりません。というのも、私たちの
村も人口減は言ったように、高知県で人口激減率ナ
ンバーワンでした。

ただ、じゃあ実際にどうかといったら、今日片山
先生が雇用の場というのも経済と同時にお話をされ
たんですが、昼の人口は自分たちの村は国勢調査の
人口の約２割多いんです。ですから、昼間は若い方
も多いし、仕事を一生懸命してる方もたくさんいる
ので、地域の住民は人が減ったともそんなに感じて
ないし、一般的にはなくなるとかいうことは感じて
ないと思います。

ただ、どこの市町村も全体の人口はもちろん減っ
てはいるけれども、先ほど片山先生が一番最初に防
災のお話をして、大丈夫だろうというお話があった
んですが、検証する、しないは別としても、どこの
自治体もうちの自治体がなくなるという、合併じゃ
なくてですよ、思っていないと思います。そういう

ふうな認識はみんなあると思います。

（中河コーディネーター）
ありがとうございました。確かに高知県は限界集

落という言葉が生まれた最初の自治体ということで
もありますけども、当時の高知大学の大野教授が提
唱されて、限界集落多いんですけれども、しかし、
発表されてからもう四半世紀余り経ちますけれど
も、その限界集落が人口がゼロになって消滅してい
くという、そういうバタバタと消滅集落が増えてい
るということも今現時点では目にしていませんの
で、そう簡単に集落がなくなる、ましてや自治体が
消滅してしまうということはないとは思うんです。
ただ、手をこまねいているとそういうことも近づい
てくるんだろうかと思うんですけども、片山先生に
お伺いしたいんですけど、その増田レポートを片山
先生はどんなふうにご覧になって、どんなふうに評
価をされているんでしょうか。

（片山）
増田レポートというのは、

増田さんという人が中心に
なってというか、座長でま
とめたレポートです。その
増田寛也さんが今、東京都

知事選挙に出てるんです。私ももともと親しい人
で、といいますのは、ちょうど高知で橋本大二郎さ
んが知事をやられて、私が鳥取県で知事をやってる
ころに増田さんは岩手県で知事をやってて、そのこ
ろ改革派知事とかって呼ばれて何人か時々集まっ
て、いろんな知事会の中で少しグループをつくって
やってた間柄なんです。

その増田さんが座長になってまとめられたのが地
方創生ですけれども、実はこの地方創生というの
は、どう見ても背後関係があるんですね、この地方
創生をつくるにあたって。どんな背後関係かという
と、明らかに霞が関の官僚の人たちの手によるレ
ポートなんです。増田さんはそれに乗っかったとい
うか、座長を務めてくれと言われて務めたという、
その程度だと思います。

だから、今回、東京都知事選出て東京を良くしま
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すと言っても全然矛盾してないんです、彼の頭の
中では。だって、東京一極集中を止めなきゃいけな
い、地方にもっと人を流さなきゃいけないし、東京
にいろいろある機能を分散させなきゃいけないと
言ってた人が、今度は東京都をより良くしますとい
うのはどう見ても矛盾があるんですけど、彼の頭の
中ではそんな矛盾ないです。というのは、座長を務
めただけだから。

それで、霞が関の人たちは何が言いたいかという
と、自分たちのしたいことを実はそのレポートの中
に込めたんです。霞が関の官僚でどんな人たちがそ
の背後関係にいたかというと、一つは国交省、一つ
は厚生労働省、一つは総務省の一部、それからあと
財務省の一部、こんな人たちです。

何が言いたいか、何がしたいのかというと、いろ
いろ思惑はあるんですけど、国交省の人は、国交
省でも一部なんですけど、土地再開発とかをやりた
い、大学でいうと都市工学とか建築学系統で国交省
へ入る官僚の人たちがいるんです。この人たちには
いろいろやりたいことがある。どんなことをやりた
いかというと、分かりやすくいえば、地方都市で高
層ビルを建てたいというような人たちがやっぱりい
るんです。

国交省と今までさっき私が散々言いましたけど、
公共事業で道路つくったり橋架けたりする人は非常
に羽振りが良かったんですけど、なかなか建築系の
人って必ずしもそうではなくて、どっかで日の目を
見なきゃいけないというのもあって、それでコンパ
クトシティというのを入れたんです。地方に東京に
出ていかない人口のダムをつくってそこで歯止めを
してという構想で、聞かれたことありますか、コン
パクトシティ。要するに、高知市なら高知市の中心
街に高層ビルを建てて、マンションとかいろいろ建
ててそこで再開発をすると、そういう人たち。

それから、厚生労働省の人たちは実は東京問題に
非常に悩んでまして、いま昭和 24 年生まれの 67
歳の人が東京都にいっぱいいます。67 歳ですから
まだ元気です。東京へ行かれたら、よく目を凝らし
て見てください。中国人の集団の人がものすごく多
いのと、それから、リュック背負って帽子被ってう
ろうろしている集団がいます。これが大体その団塊

の世代です。
今ウオーキングしてますけど、その人たちはあ

と 10 年経つと後期高齢者になります。そのころか
ら、いろいろあそこが痛い、どこそこが悪いという
話になりまして、介護とか医療の対象になって、も
うこれは手に負えません、東京は。今でさえいっぱ
いなのに、場所はないし、人手もないし、何とかし
なきゃいけない。お金をかけようといっても無理で
すから、お金もないし、なら地方にもう分散しても
らおう。現代版うば捨て山です、とは言いませんけ
ど。

それからあと、総務省の人と財務省の人はなるべ
く地方に配るお金を減らしたい、財政難ですから、
交付税も減らしたいし、補助金も減らしたいしとい
うのがあって、そういう人たちが仲間として集まっ
て増田レポートを下支えしてるんです。だから、第
一弾で出てきたのはコンパクトシティ。第二弾で出
てきたのはＣＣＲＣといいますけど、要するに東京
圏高齢化危機回避戦略といって、東京のお年寄りを
ちょっと弱る前の早めのうちに早く出てもらうと、
地方に引き取ってくださいと。

これが一番の言いたいことです、この二つ。それ
だけ言ったんじゃ身もふたもないから、地方頑張れ
地方頑張れ、長期戦略もつくれ、お金も出してやる
というのは、安倍政権のやっぱり政治的な思惑もい
ろいろあったでしょうからそんなものが合体したん
ですけど、本質はずっと官公庁相手してみると、そ
ういう霞が関の皆さんの思惑が見えてくるというの
が、私も元霞が関の官僚やってましたので、見えて
きました。

（中河コーディネーター）
ありがとうございました。ほんとにいわばショッ

ク療法というようなもので、その増田レポート大き
な衝撃も与えたんですけど、その背後関係もいろい
ろそういう思惑があって、地方へ中央からいろんな
指示とかそういう言づけが見え隠れするということ
ですけども、そういうことで始まった地方創生３年
近くになるわけなんですけども、先ほど片山先生の
お話の中で、まだ３年経ってない、２年余りですか
ら、そう大きな成果というのはなかなか見えにくい
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だろうということですけども、その地方自治体の現
場でかじを取ってる村長は、政府が音頭をとって進
めてるこの地方創生をどんなふうに受けとめている
のか。あるいは、もう既に総合戦略も作成されてい
ると思うんですけども、その総合戦略のスタンスと
か、あるいは取り組んでることの悩みとか、村民が
どんなふうにその地方創生にかかわっているのか、
いないのか。そのあたりをお話をいただけたらと思
います。

（上治）
地方創生という言葉がもうほんとにどんどんどこ

にも出てくるようになりましたけれども、本来この
地方創生という言葉がなくても、私たちの村やある
いは皆さん方のそれぞれの地域や、今日も日高村の
戸梶村長も来ておられますけれども、そういうふう
な小さい村である、あるいはやらないと行政が駄目
になってしまう、発展性がなくなるぞという危機は
もう早くから感じていたと思います。感じててもや
るかやらないかは別です。感じるのは皆さん方どこ
でも感じたんですが、自分たちの村はやらなかった
らほんとに村がいかなくなるよという危機がありま
した。

私たちの村は 96％が森です。そのうちの約 75％
が国有林ということで、古くから国の機関によって
支えられてきた村でした。ですから、多くの国家公
務員がこの村に住まわれて森林整備をする、そして
森林整備の事務をする、管理をする、国有林をしっ
かり守るということで長い歴史ずっと、何もしなく
ても公務員の村として 100％税収は入る。極端にい
えば、源泉徴収でとってしまえれるというぐらい、
どちらかといったら、ある程度裕福でやりやすい村
だったと思います。

それが国有林野事業、いわゆる先ほど出ましたＴ
ＰＰではないですが、先にもう森林は完全撤廃をさ
れました。まだ完全撤廃されても、森の方々やある
いはそれに関する人が、「そら、外国の木が使える
かや、日本で。外国の木らぁは絶対来やせん」とい
うことで、それもドーンと来たら早く分かったんで
すが、じわじわじわじわ来ている間に、最終的に抜
本的改革ということで、うちの村に二つあった営林

署が順番になくなっていきました。
一番最初なくなったのが昭和 54 年です。そのと

きに、実は農協さんがユズというものをそろそろや
らないといけないんではないかという気運が高まっ
てました。ユズを作っていたのは森林組合です。農
協さんは、その森林組合のユズをただ搾って、果汁
で売るということだけでした。催事へ行っても売れ
ない。広告をやっても駄目だということが少しずつ
分かってきながら、いろんな加工をして、今現在年
間 30 億円を超す加工品を売っていくぐらい大きく
なりました。

というのは、もうその昭和 54 年のそういう危機
があってから、少しずつこの地方創生の取り組む気
運というか、やらないといけないことはやってきた
わけであります。

同じように、もう一つ魚梁瀬営林署が平成 10 年
になくなるという発表がありました。これでいよい
よ私たちの村から営林署がゼロになると、いよいよ
もう馬路村は駄目になるなということのときに、そ
のとき第三セクターをつくることはよくないと言わ
れたけれども、何かしなかったら、このままでいっ
たら馬路村の森は大変なことになるという中で第三
セクターを立ち上げて、今もう十数年経ちました
が、まだつぶれずに少しずつ森林整備をしたり、例
えばもう皆さん方も知っておられるこの木で作った
バッグであるとか、そういう新しい木の形に挑戦を
しながらやってきているということで、いえば、地
方創生を今やろうとすることをもう既に早くから実
はやってます。

ただ、今回、国がその地方創生という言葉を上手
に使いながら、就職・結婚・子育てであるとか、東
京一極集中を是正しようとかということはやってい
ることとほぼ同じなんで、それに対して何か支援対
策がもっと来るんではないかという期待感を持たせ
ていただいたところまでは良かったんです。これは
いいと期待を大変持ちました。初年度にできたとき
は、先ほど先生が言われたように、プレミアム商品
である、それから何とかである、こうこうである、
100％国が見ましょう、100％何でも地方が元気に
なることだったらやってください。確かに多少のお
墨付きのやらないといけないこともあるけれども、
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大概お金が来ました。けど、お金もちゃんと限度額
はそれぞれ自治体によって決まってはいるんです
が、いただくことができました。

さぁいよいよどこの市町村もこれをつくりまし
た。私どもの村も地方創生総合戦略、こういうの
を、どこの市町村も、全国まずほぼつくってないと
ころはない。これなかったらお金くれませんて言わ
れたらやります。どこともやりました。さぁいよい
よこれを進めようというときに何が課題なのかと
いったら、先ほど言ったように、全部を全国一律に
お金を出すと大変なので、まず先駆的なものやなけ
ればいけません、あるいは１自治体だけではなくて
連携して広域的に取り組んでください。こういうも
のではなければいけません。だんだんと自由度が奪
われていきました。

そしたら、私たちのように、あるいはほかの自治
体もだと思います、もう今までやってきた。やって
きて、さぁ先駆的なものだったら認めましょうと言
われたら、これ以上今ない、私たちの頭の中には。
それで、ないんですかと言われたら今ない。将来は
できるかもわからないけど、今は今までやってきた
ことを守り、発展を少しずつするのが精いっぱいな
んです。これは多分どこの市町村も同じだと思いま
す。ひょっと自分が先駆的、地域間連携という言葉
の中でいったら、今までやらないといけないと思っ
たけどやってなかった自治体があったとしたら、こ
れはラッキーかもわかりません。私たちの自治体で
は初めてこれを行いますとやったら通るかもわかり
ませんけど、なかなか今そういう状況でこの地方創
生を使うということは難しいです。

それからもう１点、先ほどあったように、住民と
の盛り上がりとかいうお話が出ました。これ皆さん
方もそうだと思うんですが、まずこういう「まち・
ひと・しごと創生」をつくるときにもこのつくるメ
ンバーです。自分たちの村、あるいはそれぞれの北
海道から沖縄まで、あるいは人口が何十万人のとこ
ろから私たちのように 1,000 人を切ったところ、
あるいは小さい自治体によって、やっぱりその地域
をどうやってつくるかというメンバーは自分たちの
中で、正確にいえば決めていきたいんですが、この
ときに確か「産官学金労言」とかいう言葉の中で、

要はそういう委託したかった人からできるだけ選ん
でくださいというふうに出ました。上手なんです、
できるだけ選んでください。選ばなかったら大変な
んです、そのメンバーが入ってますかとやっぱりな
るんで。

先ほどの、片山先生は大体そういうところにいた
んでよく分かると思うんですが、そういうふうに
やっぱり来ます。そしたら自分たちの小さい村に金
融機関ってないんです。農協さんが大体やることに
なるんですが、農協さんといったら、うちなんかは
産業の先駆者なんで産業関係へ入っていただきたい
とか、そんなにやっていってメンバーを絞っていく
となかなか、今日大分若い方もいるんですが、若い
方をこのメンバーに入れることができなかった。

地方創生というのは、ほんとは５年間でやりなさ
いということになってるんですが、長くずっとつな
げていかないとできないということになると、まし
て少子化というのが一番先うたわれてます。結婚・
妊娠・出産・子育てというのを見たときに、50 代・
60 代の人がつくるよりかは 20 代・30 代の意見を
もっと聞いて吸い上げたらいいわけなんで、私たち
がこれをつくるときはそういう形でやってなかった
んで、今出来上がってこれを進めるときに、これか
ら特に若い方たちの意見を聞きながら進めていかな
ければならないと感じてます。

これがつくるときの反省と、けど、実行していく
ためにはやっぱりまた違うんで、そういう意見をま
た聞きながらやれればいいのかなと感じてます。以
上です。

（中河コーディネーター）
どうもありがとうございました。その地方創生の

第一歩でということで急かされたその創生戦略づく
り、それのメンバー選定にさえそういう細かい縛り
があるというのを、なかなか一般の方は行政の中に
いないと分からないことかもしれませんけども、か
なり縛りがあるなというのが実感ですけども、どう
でしょう、片山先生、今日のお話でも国のやること
はなかなかうまいこといった試しがないということ
をもうズバリおっしゃいましたけども、そういう現
場の実際の生の声を聞かれて、改めてどんなふうに
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この地方創生を捉えられますかね。

（片山）
今日村長さんのお話を伺って、やっぱりなという

のを改めて感じたんですけど、さっきのメンバーの
お話ですね、総合戦略というのをつくりなさいと。
その際には産官学金労言って、要するに地元の金融
機関とか経済団体とかそういうのを入れなさい、広
く意見を聞きなさいという、そういう注文を国がつ
けたんです。それで非常に使い勝手が悪いという、
やりにくくなったとかっていう。

これは全然悪気ないんですよ、霞が関の人たち。
というのは、過去も似たような地域振興策やって
きてんですね。例えば過疎対策事業などというのは
もう半世紀やっています。過疎対策って何かという
と、過疎というのは実は人口が着実に減り続けてる
地域を過疎地域というんです。そこで人口減少に歯
止めをかけて、地域経済を振興して、若者が住みや
すいようにしましょうという政策を大金を投じて半
世紀やってきてるんですけど、実は地方創生とそん
なに趣旨は変わらないんですよ、人口が減ってると
ころに歯止めをかけてということだから。それで過
疎振興計画をつくりなさい、持ってきなさい、支援
しますよという同じやり方してきた、同じやり方な
んです。

私なんかも実はちょっと良くなかったかなと思う
んですけど、これ始まったときに散々そのことを批
判じゃないんですけど言ったんですよ。昔と同じこ
とやっていても結局駄目になるよと。自治体が計画
をそそくさとつくって、国に持っていって、よしよ
しってお金を配る。そういうスキームはずっとやっ
てきて、それ何十年やったってうまくいってないん
だから、今回も同じやり方したらまた駄目になりま
すよって私は散々批判したんです。そしたら、そん
なこともあったのかなと、今回は広く意見を聞きな
さい、お役所だけでつくっちゃいけませんよ。地域
の金融機関とか農協とか経済界にもいろいろ聞きな
さいよというのは、実はそういう一種の反省に基づ
いて霞が関も考えついたんです。

だけど、それが現場に下りてくれば、うちには金
融機関もないしとか。だから、やっぱり全国一律で

やるとこういうことになるんですね、霞が関の人た
ちが頭の中で考えると。だから善意は善意なんです
よ、幅広く聞きなさいよと。それだけでほんとはい
いんです。そのときにいちいち金融機関の話を聞き
なさいとか何とかって言うからこんなことになるん
で、もうちょっとみんなに任せて、お役所の役場の
中だけでつくるんじゃなくて、幅広く地域の若い人
も含めて聞きなさいよと言っときゃそれで済むんで
すけど、現場知らないんで、いちいち彼らの頭の中
だけで決めたりするからこんなことになるんです。

それから、これも面白いなと思いましたのは、従
来にない斬新なことですか、先駆性って、これもお
役所がすぐ考えるけど、馬路村みたいなとこはもう
先駆的なことをずっとやってきてるわけですよね。
これ以上先駆的なことをやれっていっても、そらぁ
今までのこと否定するわけにいかないですから、今
までのことをもっと改良して良くしましょうという
ことですよ、一番正しいのは。でも、それは駄目で
すよと。全く新しいものをって、もうほんとにとん
ちんかんなんです。

私に思い当たることがありますのは、私が鳥取県
の知事になったとき、その前の知事さんが「じげお
こし」ってやってたんですよ。「じげ」ってのは、
鳥取弁で地元という意味なんです。地元の特産品と
か地域資源を活用して、それでいろんなものをつ
くったり、観光資源にしたりしましょうねっていっ
て、いいことなんですけど、市町村が「じげおこ
し」についてやるとき補助金出すんですよ。特に鳥
取県、農業県ですから、農産品について「じげおこ
し」でいろんな取り組みをやりなさいねということ
を、県庁が音頭とって市町村に発破かけたんです。

何が起きたか。県内で「じげおこし」料理がいっ
ぱい出たんです。私が知事になって、そのことをあ
まり知らなかったんですけど、県内の地方の田舎の
ほうに行きますよね。今日は知事さんが来られたか
ら「じげおこし」の料理を用意しましたっていうの
で、もうどっこもそんなのを出してくれるんです。
農業改良普及員の皆さんとか農協とかを中心、例え
ばどんなものが出てきたかというと、もずくの天ぷ
ら、食べたことないでしょ。それからウズラの卵に
小麦粉を付けて揚げたものだろうなと思って食べた
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らガリッとして、中がラッキョウなんです。ラッ
キョウに小麦粉とパン粉を付けて揚げてるんです。

「何ですか、これは」って言ったら、「いや、じげお
こし料理なんです」。

要するに、どこへ行ってもそんな何か珍奇な奇想
天外なようなものが出てくるわけです、トマトのゼ
リーとか。私なんかもずくは酢漬けがおいしいです
よ。ラッキョウも鳥取の漬け物がおいしいですよ。
トマトはそのままがぶっとやったほうがいいじゃな
いですか。何でそれ出してくれないんですか。じげ
おこし料理です。先駆性なんです。今までにないも
のをつくる。そういう何かお役所のお役人の変な頭
の発想で地域振興を求めるというようなことは、
やっぱり霞が関にもあるし、鳥取県庁の中にもあり
ました。

だから、そうじゃなくて、特産品ていうのはナス
だったりキャベツだったりキュウリだったり梨だっ
たりいろいろありますから、それを市場で受け入れ
られるようにしましょうねというのが本来のやり方
で、自由にやってくださいと。それを今までのやり
方、売り方では駄目だ、先駆性を求めなきゃいけな
いなんてやるともううまくできなくなって、珍奇な
変なものばっかりできるようになってしまうんで
す。

霞が関の皆さんももう少しやっぱり柔軟な頭で現

場に受け入れられるような政策を考えなきゃいけな
いなと、村長さんのお話を伺ってつくづく思いまし
た。

（中河コーディネーター）
ありがとうございました。そうですね、ほんと

に馬路村はもう僕なんか駆け出しのころから、20
年、30 年近く前から地域おこしというと必ず名前
が挙がった村で、今それこそ県も挙げて若者の結婚
をということで出会いの場をつくるというようなこ
とをやってますけど、それも馬路村なんかはほんと
に 30 年以上前からやってて、それをニュースにし
たこともありますけども、そのユズの生産・加工・
販売全部を一手にやるということ、ほんとにそうい
う先駆的な取り組みをどんどんやってきて、これ以
上新規なものをと言われてもほんとに困るというの
が率直なところだと思うんですが、そういう村でも
国勢調査で人口 1,000 人を割って減少率トップ。

なかなかこう雇用の場もちゃんとつくってやって
いるけれども、人口減に歯止めがかからないとい
う現実もあるわけなんですけども、ほんとにじゃあ
どうすりゃいいのかという気持ちになってくるんで
すけども、ただ、その数字に表れない、先ほどおっ
しゃった昼間の人口が多いとか、そういう通勤の人
数が一定いるということ、そういう隠れたデータも
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含めてどうしたらいいのか、どうやっていこうかと
いうところを、ちょっと村長さんにもお伺いしたい
なと思います。

（上治）
自分たちのやってきた政策が必ず正しいとか悪い

とか、良くなかったいうのはまだまだ先、あと何十
年かしたら出てくることかもわからないですけど、
先ほど片山先生のお話を聞いていた中で、お金が出
ていく経済、エネルギーが一番多いとかそういう中
で、やっぱり経済がなかったら雇用もだんだん出て
いくというのは、これはそうだと思います。

自分たちの村が掲げたのは、今はもう言われるよ
うに六次産業という言葉がどこでも出だしました
が、まず自分たちのところで資源は一体何がある、
自分たちの村はどんな資源があるだろうということ
をしっかりみんなで認識しようよと。そういう中
で、自分たちの村にあるのはユズであったりとか森
であったりとか自然である、あるいはダムのない川
があるとか、そういうものを順番にまずやっぱりし
ないといけないと。

じゃあ次、この先人が守り育ててきた資源を活か
すためにはそのまま出していたら駄目だと。じゃ
あ魚梁瀬の千本杉といわれるところにある、大きな
大径木の木を切ってポーンと出したらいいかという
ことではないです。それは先ほど先生が言ったよう
に、そこで小さくつくって出したら 600 円、800
円が１万いくらになるという話をしたんですが、私
も一度ＯＤＡの関係でタイへ行かさせていただきま
した。そのときに、結局なぜかといったら、地方の
方々がせっかくいいものをつくっても安く買われて
いくということで、経済が全然分からんということ
から入ったことがあります。

私たちの村もほぼそうだったと思います。自分た
ちの村でさまざまなものを今度は加工をしようよ、
つくろうよということで、やっぱり小さいところ、
田舎のところはいろんな長い歴史の伝統があって、
つくってみようとしたらものづくりまでは大体でき
るんです。けど、ものづくりまでできて、そこから
先が分からない。売るという一番最後の商品として
の市場性があるかどうかというところが、田舎ほど

駄目なんです。ですから、ものはいいものはつくっ
ても、その価値観がまず分からないので、それを上
手に価値の分かる情報の一番多いところがうまく
やっていたというのがもう昔かつてありました。

そういうのを自分たちの力で、自分たちができな
いかということで、まず一次産業でものをつくり、
二次産業で加工をしてみよう。けど、これに付加価
値を付けたものが売れるか売れないか分からないと
いうのは、やっぱり経済なんで、経済が求めるのは
やっぱり都市になります。人口の多いところへ上手
に持っていかないといけないので、そしたら情報を
発信しなければならない。田舎ほど情報発信するの
は下手ですし、やり方が分からなかったんです。

そうしている間に、時代でＩＴという言葉が出ま
した。私もアナログ人間なのでなかなかそういうの
には取っつきにくかったんですが、そのＩＴ、今で
言ったら、よくＬＩＮＥとか言うでしょ、ＬＩＮＥ
といったら」僕はグラウンドに引くラインだと最初
思うてたぐらいなんで、ＬＩＮＥをどうのこうのと
会話したら、石灰がありますかと言うたこともあり
ます。それぐらいもう苦手なんですが、結局そうい
うものができたことによって、地方から都市、ある
いは世界にものを情報発信できる力がついたという
ことは、すごいもう地方にとって情報も入れれば情
報も発信できるから、その市場性というものを上手
に把握することができるようになりました。

そうすることによって自分たちの力でものを売る
ということになったので、この先駆者はうちではも
ちろん農協であります。農協は、自分たちがつくっ
たものを自分たちでそれを売っていく。ただ、売る
には先ほど言ったようにデザイン性も必要です。あ
るいは商品を入れるパッケージも必要です。そうい
うものが大変大事なんです。

今日、もし議員さんの方がおられたら大変怒られ
るかもわかりませんけれども、例えば私たちの村
が予算として、支援対策として、デザインの委託料
あるいはパッケージの委託料を組むといったら、こ
れは値段が根拠があってない世界なんでなかなか難
しいんです。しかしながら、その予算を組んだとき
に、このデザインをやったら、まずは地域経済が売
れるか、売れんかったら、村長、責任はどうとる
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や。まず、こう来ます。けど、売れるための努力を
しているということをもっと分かっていただきたい
と。

それからパッケージもそうです。何でそんな袋
に、入れ物に入れないかなぁやと。それは消費者が
どの商品を取るかというところから戦略を練ってい
たら、こっちの入れ物だったら取るという、そうい
うパッケージにしないとものは売れていかないとい
うものなんです。そういうところをやっぱり勉強す
ることによって、私たちの村は一つ一つ消費者の
方々に訴えていって、こうできるようになったとこ
ろであります。

そうやって雇用の場は、森の関係も１回停滞しま
したが、エコアス馬路村をつくってさまざまな木の
形に挑戦しながら、いろんなものを出すことによっ
て少しずつは上がってきました。上がってきて雇用
の場ができたら、人口はそんなに減らんだろうとい
う思いでした。しかしながら、雇用の場はできたけ
れども、私たちのやっぱり田舎、田舎だけではない
かもわからない、高知県全部の市町村どこともそう
かもわからないですが、地元に残らない。

私たちの村は中学校までしかありません。高校に
なるとお隣の町あるいは一番多いのはやっぱり高知
市です。いろんな意味で高知市へ行きます。そした
ら今は高校を卒業すると、ほぼ多くの方々が大学あ
るいは専門学校へ行きます。そして県内にいればい
いんですが、県外へ行く。県外へ行ったら、もうそ
のまま就職して帰ってこない。帰ってくる確率とい
うのは少ないです。一つは、地元の人がいなくなっ
て空き家が増えてくる。

その代わり、うちの村は逆に言ったら村外から県
外から就職希望で来る、大体単身者が来ます。村外
からうちの村に来られて、長い人でもう 20 年ぐら
い経つんですが、結婚をまだしてません。ひょっと
そういう県外から来られた方あるいは村外から来ら
れた方々が結婚をしだしたら、人口は増えるかもわ
かりませんけれども、出ていく方が多くて、入って
くるのとどっちかといったらやっぱり出るほうが多
いです。

そういう何か矛盾さがあって、自分たちの村で大
変なのは、やっぱり一番いいのはＵターンで、田

舎に、もうそろそろ都会で疲れたから帰ろうかなと
帰ってきていただいたらいいんですが、先ほど言っ
たように、都会で働いている職種の数の多さと田舎
の職種というのはもう限られてきます。田舎になれ
ばなるほど、地方に行けば行くほど仕事の職種が限
られるんで、なかなか現実的に帰ってくるという状
況が生めてないというのが、今の大きな私たちの課
題でもあるし、突きつけられてます。

自分たちの村もいろんなことはやっているんです
が、一つ考えないといけない、雇用の場を増やして
きて人口が減ったということをすごく反省をしなが
ら、通勤をしてきている方々がどうやったら馬路村
に住むことができるのかを考えないといけないだろ
う。それからもう一つは、Ｕターンの対策として、
あるいは今特に言われている移住を考えないといけ
ないだろうと。

それもミスではないんですが、私たちはその地域
に住んでいる方々だけに情報を一生懸命発信をし
てきました。例えば自分たちは、子育て環境でした
ら、今すごく評価をされているのが保育料０円とい
うのをやってます。これも人数が少ないからできる
んです。医療も 18 歳までは無料ですとか、さまざ
まなことをやってます。そういう情報発信を産業と
同じようにもっと広く外へ出してあげたら、いや、
中学校までは馬路村に住もうやないかというような
人がひょっとできるかもわからないということで、
今そういう情報発信をコンシェルジュという、ま
た、なかなかもう最近横文字が大変多くなってるん
ですが、この地方創生の中でもそういうのを構えて
出すということにしてます。

これが今後、自分たちの村で足りなかったのは、
行ってみたい村、あるいはそういうことでなくて住
んでみたい村にしていければちょっとチャンスがあ
るのかな、そういう思いで今取り組んでいます。

（中河コーディネーター）
ありがとうございました。高知県に住んでると、

もう馬路村なんかほんとにビッグネームなわけです
けども、まだまだ全国的にいったら知らないという
人もいるかもしれない。情報発信とか大変だという
ことですけども、片山先生、そういう優等生といわ
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れた村の苦悩をお聞きになっていかがでしょう、ア
ドバイスというようなものがあれば。

（片山）
馬路村は高知県では有名だけど全国的にはまだま

だではないかと中河さん言われましたけど、いや、
もう馬路村は全国的にもビッグネームです。もちろ
んみんながみんなというのじゃありませんけど、地
域振興とか地方創生とかを考える人はみんな知って
ます。

今日ちょっとびっくりしたのは、そういう優等生
の馬路村で、雇用もちゃんとよそにないほど優良
なプロジェクトでこしらえておられるのに、人口減
少率が大きいということでちょっと驚いたんですけ
ど、二つのことを感想として申し上げますと、一つ
は、一つの村だけのことを考えるよりは、やっぱり
もうちょっと広がりのある地域全体の圏域の単位で
見たほうがいいと思うんです。通勤で来られるって
いいじゃないですか。別に、その狭いっていうと失
礼ですけど、その村だけに住んで、全部そこから一
歩も出ないような形で職住近接もいいです。それも
いいですけど、隣近所から通ってくるっていいじゃ
ないですか。

経済圏としては一つで売れますし、早い話、東京
は外から通ってくる人ばかりですよ、千葉県とか
神奈川県とか埼玉県とか。だから、ものすごく都会
型といえるかもしれない。通勤で昼間の人口が増え
る。だから、エリアを市町村単位ではなくて、県単
位はちょっと広すぎますから、広域圏単位ぐらい、
通勤圏単位ぐらいで見て、あぁ馬路村の雇用は随分
とこの地域に貢献してるなということは多分言える
んだろうと思います。

それからもう一つは、時間軸も今だけ見るので
はなくて、村長さんがさっき言われましたけど、
ちょっと時間軸を長く取ったらいいと思うんです。
単身者が多いということでしたら、結婚して子ども
ができれば、あっという間に増えます。だから、そ
ういう政策を今までもとられてるでしょうけど、こ
れからも有効な政策をとられれば、また随分違って
くると思います。

それからＩＴで県外とか、特に東京とかに発信さ

れれば、そういう子育て環境がいいとこならば、
仕事ももし見つかれば来たいなという人はいっぱい
いるんです。島根県に一つ似たような子育て施策を
とってるところがありまして、小さな村なんですけ
ど、保育料を２人目からタダにしているところがあ
りまして、結構そこは増えてるんですよね。そうい
うのが情報が広く共有されれば、多分また違った展
開になると思います。正直、私も馬路村っていうと
有名な食品ということで頭がいっぱいで、いろんな
子育て施策をされてるというのは今日まで知らな
かったんですけど、そういう情報が広まればまた
違ってくると思いますから、今だけで一喜一憂しな
いで、少し時間軸を考えたらいいと思います。

馬路村は、さっきも言いましたけど優等生です。
ほかのとこはできませんよ、こんなことは。地元
の特産品を使って全国的に名の売れた商品を生産し
て、雇用も随分たくさん抱えて、それを全国展開し
てるわけです。東京でも、さっきも言いましたけど
私は使ってますから、そんなことができるところは
恵まれてる。これは並々ならぬ努力があった結果で
すけども恵まれてます。ほかのところも全部まねし
ようとしたって無理です。

一般論で言いますと、そういう馬路村を見習っ
て、いい地方振興をやろうというところはもうどん
どんやってもらったらいいんですけど、皆さん、な
かなかそういうとこまでいかないんですよね。じゃ
あ普通のところは何ができるのかというと、さっき
私がお話をしましたけど、ちょっとでもお金が出て
いかないようにする、ちょっとでもお金が入ってく
るようにするということをみんなで考えるというこ
とが必要だと思います。馬路村の場合は、ちょっと
でもお金が入ってくるようにというので頑張られ
て、今みたいになってるわけです。

だから、今からちょっとでもちょっとでもという
ことを皆さんで考える。意外に考えてないんです。
例えばさっき言ったお酒なんか、私なんかは地酒
でいいのがあれば地酒を飲むというのをやってま
した。飲め飲めとは言いませんけど、せっかくなら
地酒。知事に当選したときに選挙事務所にピラミッ
ドができるほど祝い酒をもらったんですけど、一升
瓶、全部県外酒だったんです、灘の生一本とか何と
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か、鳥取県にもいい酒あるのに。
もらって文句言うのも変ですけど、「何で県外酒

ばっかりなんですか」って言ったら、「いや、知事
さん、これお祝いのお酒ですから、お祝いのお酒で
すから」ってみんな言うんです。お祝いのお酒は一
流品、県内酒は二流品、そういう誤った価値観がで
きてしまってるんです。そんなのを変えて、県内で
もいいものはちゃんとお祝いに使ったらいいんです
よね、そういうちょっとしたことです。

学校給食でできるだけ地元の食材を使いましょ
う。鳥取県でもやりました。小さな学校が多いです
から、そんなに大量に同じ食材を揃えなくていいん
です。だったら、地元の農協に頼んで揃えるという
ことにすれば、大概のものは揃うんです。それをや
ると、地元の食材調達率がぐんと上がりました。そ
したら逆に、今度は各学校の栄養士さんが地元で何
を作付けしてるかというのをあらかじめリサーチし
て、何月ごろホウレンソウが取れる、何月ごろキャ
ベツが取れる、それを頭に入れて献立をつくると、
また地元調達率が上がるんです。

今度逆におばあちゃんたちが、おばさんたちが、
学校は外から何を買ってるんだろうかというのをリ
サーチするんです。何月ごろジャガイモを北海道か
ら、なら、自分たちで作ろうじゃないか。そうやっ
てある学校は７割超えるとか、そんなふうにして、
もっと頑張りますというから、私はやめたほうがい
いんじゃないですかって。というのは、もっと頑張
ろうと思ったら、もうバナナは出さないとかリンゴ
は出さないとか、鳥取県の子どもは給食は梨しか食
わないとか、そんなになっても困るので、ほどほど
で。でも７割ぐらい自然体でいきましたけど、そう
いうみんなが日常のちょっとした気づきを。

私、最近気になりますのは、行政が意外にその逆
のことをやるんです、お金が外へ出ていくような。
例えば最近あまり話題になりませんけど、ひところ
有名になった佐賀県の武雄市というところが図書館
のいいのをつくったって有名になったんです。全国
の市町村の議会議員さんなんかみんな見に行ったり
して、これはいい、うちもまねしようとか。あんな
のとんでもない話でしてね、何でかというと、地元
の図書館を地元で運営してたのを東京の大手本屋さ

んに任せたんです。
何が起きたかというと、本は全部東京から直接

持ってくるんです、今まで地元の書店を使ってたの
に。書店はもう上がったりになるわけです。なおか
つ、東京の書店が図書館を管理するものですから、
図書館の中で本を売るんです。ますます地元の書店
に買いに行かなくなるから、地元の書店はもう青息
吐息ですよね。

それから、図書館の管理運営を全部東京の会社が
するもんですから、管理運営費が全部東京に吸い
上げられるわけです。職員は地元の人を採用するん
ですけど、自給何百円のワーキングプアなんです。
若い女性がいなくなるから困った困った、地方創生
で若い女性を増やさなきゃいけないと言ってる自治
体が、若い人の職場をワーキングプアにしてしまっ
て、行政コストが安くなったから良かった良かっ
たっていうわけです。

図書館ぐらい地元で自分で運営しなさいと私は思
うんですけど、行政が率先してコストダウンのこ
とを一番に念頭に置かれているから、そのことを一
概に否定するわけではありませんけれども、何か地
域の地元の職場を魅力のないワーキングプアにして
しまって、利益を東京に吸い上げられて、地元の本
屋さんを駄目にしてしまうみたいなことを率先して
やったのが武雄市の例で、あんなのは私は最初から
最悪だって言ったんですけど、最近最悪だっていう
ことが証明されたんですけど、東京から古本ばかり
入れるようになったんです。しかも要らないよう
な、埼玉県の 10 年前のラーメン屋の本とか、ウィ
ンドウズ 98 の教則本とか、そんなのばかり古本で
入ってきたんです。

そういう東京の業者さんにお金を払ってぐちゃぐ
ちゃにされてるなんてことをやらないほうがいい
んですけど、自治体が率先してやる。何でそんなこ
とするんですかというと、国のほうから行政改革の
指導が来るんですよ。民間委託の推進、定数を減ら
せって来るんです。全国の自治体が総務省から来た
通知に従って、せっせせっせと行政改革をやるんで
す。地元がどんどんどんどん疲弊していくんです。
総務省は何のためにやってるのかというと、総務省
はもう地元の書店がなくなったって別にいいんです
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よ、関係ないですから。
それで挙げ句の果てに、東京の業者さんがどんど

ん地方の図書館なんかの管理運営を受託して、お
金が東京に吸い上げられて、地元のほうはワーキン
グプアになる。私のさっきの講演の下請けみたいに
なっていくわけです。そんなことを地元の自治体が
率先してやってるという面もあるんです。議会も、
今日議員の皆さんおられたらよく考えていただきた
いんですけど、議会のほうも行政改革だ、指定管理
に出せとかってよく言われるんです。行政コストの
面だけ見たらそれはいいかもしれませんけど、地域
経済全体で見たらかなり真逆のことをされてるよう
なことが全国で見受けられます。よくよく考えてい
ただければと思います。

（上治）
構いませんか、ちょっとひと言。片山先生の今の

お話の中で、人口をあらゆる面で広域的に考えて
みればいいんではないかというお話をされたんです
が、なかなかそういうふうにいいと思っても、やっ
ぱり今回この地方創生をつくる、どこともそうなん
ですが、一番に何を決めないかんかっていうたら人
口です。あれは 40 年後だったですかね、将来人口
が一体何人になったというのかを決めてそっから入
らないといけないとなると、よそから帰ってきても
らっている人たちを少なくしないとこれはいけない
んではないかという、そんなこと思ってはいけない
んですが。

そう考えると私たちの村は、特に産業振興座談会
といって、馬路村にある役場である、農協である、
森林組合エコアスとか観光協会、現在六つの団体で
いろんな情報を共有してるんですが、また来年度に
向けて雇用をしていこう。今ちょうど定年の方がで
きたんで、さぁ雇用をしようと募集をかけると、
やっぱり近隣の町村から手が挙がります。挙がると
多分また通ってくる方を増やすだろうということ
で、もう各団体に、今しばらく募集をかけないでい
ただきたい。住宅をまずもっと整備をすることと同
時に、できるだけ県内であったら高知市から西、そ
の次は県外、通ってこれないところの人を採用した
ら住んでくれるんではないか。

これは先ほど出た海士町というお話を皆さん方聞
いたことがあると思うんですが、海士町はなかなか
内陸から通うことができないところで、ですから、
そこへ行ったら住まないといけないと思います。そ
れも一つのやっぱり地理的条件が悪いのが良かった
のかなと。自分たちのように中途半端はいかんのか
なというのを思ったことがあります。

そこ一つどうなのかなということと、それからも
う一つ、すごく似ておるのは、これもそうです、先
ほど言ったように全国で私たちも取り合いになるか
も分かりません。全国で人口が減をしてるんで、国
自体の人口がどっかが増えてて減るのだったらわか
るんですけど、もう全部がずっと減っていく中で取
り合いをするということは、今日のテーマではない
けど、競争にもなってくると思います。

そういう話の中で、今日もう一つ引っかかったの
が、ふるさと納税のお話をしていただきました。
これも競争という一つのお話でありました。自分の
思いの中には、このふるさと納税の返礼の話です。
返礼は、逆に言ったら私たちのような地方にとって
はこれはいいのかなという、私は思いをずっとして
ました。というのは、それぞれの地方では、商品を
その地方で買う購買力というのがどんどん減ってま
す、それ人口が減ります。

私たちの村は、言ったように購買力を都市部に求
めてますので、ネットで商品を紹介しどんどん経済
圏へ売っていく。地域の中の人口が減ってるんで、
地域の中ではなかなか購買力が下がってます。そう
すると、農協さんぐらい大きいところはいいんです
が、例えば小さい商工会で少し地域の商品を取り
扱っていたら、もう閉じなければいけないとなって
いきます。

ところが、このふるさと納税の返礼の取り扱いが
商工会ということになれば、商工会のそういう一つ
のグループがものを売るのに、自分たちの地域に売
る人もいるけれども、消費者が全国にたくさんいる
んだと思って売っていこうという意欲、ビジネスの
意欲がわくんではないかという意味で、このふるさ
と納税の返礼はある意味いいんではないかなという
思いをすごくしてました。

ただ、先ほど片山先生のお話を聞いたときに、ま
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たちょっと少し考えが完全に変わったわけではな
いですが、いま頭の中でクエスチョンマークが付い
て、これはいいのかなぁとちょっと思ったりとかし
てます。その点をちょっと先生にもう一度聞いてみ
たいなと思ってます。

（中河コーディネーター）
いや、ほんとに、僕も後で聞いてみようと思って

いました。
先生がほんとにふるさと納税を税という観点から

見て、やはりちょっと問題があるというお話があっ
たんですけども、ただ、やっぱり地方の過疎の自治
体にとって、馬路村の近くの奈半利町なんかはその
ふるさと納税に力を入れて、返礼品を力を入れて増
やして、地場産業の振興とその寄附の増額で財政も
潤すというような形で成果を上げているわけなんで
すけども、そこのあたりの兼ね合いというか、確か
に税という観点から見ると難しい問題もあると思う
んですが、その辺どうでしょう。

（片山）
さっき私、ふるさと納税というのは税の奪い合い

だから、そういう不道徳なことは駄目ですよ、もっ
と真っ当なことで競争しなきゃいけませんよ、人の
税を奪うようなことで知恵を絞るのは邪道ですとい
う話をしました。今、村長さんと中河さんから出た
問題提起は、返礼品というものを出します、半分ぐ
らいの金額を出すんです。さっき米子市はハムを出
すと言いましたけど、すると大体地元のものを使い
ますから、地元の特産品がそのふるさと納税の返礼
品の仕組みを使って、売れるというと変ですけど、
さばけるわけです。そして、今まであんまり売れな
かったものが飛ぶように売れる。そうすると、地元
の業者さんも、製造業者も良かった良かった。

それなのに何で片山さんは悪口ばっかり言うんで
すかって、私も鳥取県の人からよく言われるんです
けど。これは確かに売れるんですけど、例えば１万
円の商品が都会の消費者に１万円で評価されて売れ
るんなら結構なことです。さっきの大山ハム５万円
分を私が５万円出して買うんならば、結構な商売
です。ところが違う。2,000 円で１万円のものが手

に入ると、2,000 円で５万円のものが手に入ると、
2,000 円でキャノンのプリンターのインクが手に入
る。

ということは、都会の消費者にとってみれば大
バーゲンセールなんです、大ダンピングなんです。
それで売れてるんです。そらぁ５万円のものを
2,000 円で提供したら売れますよ、どんな粗悪品で
も。だから、立派なものが立派なものとして市場価
格で評価されるんならいいんですけど、全然そんな
ことないです。安い安いって、2,000 円で手に入る
んですから。そういうビジネスモデルがほんとにい
いんでしょうか。

それって、自らをすごくおとしめてるんじゃない
ですか。都会の人に 2,000 円ですよって言ってる
ようなものですから。もちろん製造業者には１万円
のものは１万円入るんですよ。役場は入ります。だ
けど、購買するほうの都会の人は、あぁ 2,000 円
ぽっきりかというので牛肉とかいろんなものが手に
入るんです。それって、そんなにおとしめてダンピ
ングしてまで貴重なものを提供する。それでさばけ
た、さばけたで喜んでいいんですかという意味で
す。

もう一つは、このふるさと納税というのは、いま
安倍政権の中で菅官房長官が総務大臣になったとき
に始めたんです。あの人まだ力持ってますからふる
さと納税という仕組みは保たれてますけど、ことが
分かった人はみんなこんな制度はやめなきゃいけな
いと、私だけじゃないです。自民党の税制調査会と
いうのが税制とか決めるんですけど、国会議員の中
にもまじめな税に詳しい人いますから、自民党の中
に、そういう人たちもみんな眉をひそめてるんです
けど、時の権勢、勢いにはちょっとみんな言わない
です。お役人も言わないですね、言うと左遷された
りする。私は何にも関係ないから言ってますけど。

何が言いたいかというと、早晩これは、安倍政権
がいつまで続くか分かりませんけど、終わったらこ
の制度はなくなります。だから、今はどっちかとい
うと戦争特需みたいなものなんですよ、ふるさと納
税特需。朝鮮戦争のとき、ものがいっぱい売れて景
気が良かったっていうじゃないですか、終わったら
急に不況になったって。あれと一緒で、ふるさと納
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税で今羽振りのいい業者さんは、ふるさと納税がな
くなったら設備投資なんかしてたら倒産します。だ
から、こんな特需に浮かれて工場を拡張したりする
のは、私はやめたほうがいいと思います。というこ
とです。

（中河コーディネーター）
なるほど、分かりました。村長、クエスチョン

マークは消えましたか。

（上治）
片山先生の言われるのはよく分かるんですが、な

かなか現実はね、やっぱり現実となると、そうもい
かないところもあるのかなということを思いつつ。

そしてもう一つ、公共事業のお話も今日先生され
ました。これは私もよく発注をする、あるいは県の
そういう携わってる所管にはよく言うことがあるん
ですが、実は道路を開設する、あるいは舗道をつく
る。そのときにガードレールがあったり、転落防止
柵というのがありますよね。自分が県の方々に、高
知県は 84％が森林ですと、そこから生まれてくる
ガードレールである、あるいは転落防止柵、木製で
私たちの村もつくってやってるんですが、ぜひそう
いうのをやることによって、公共事業をすることに
よって山村あるいは森が活きてくるということだっ
たらやりませんか、もっと積極的に使いませんかと
投げかけました。

その一つには、ガードレールを高知県で製造をし
ている、あるいはフェンスを製造していたら、それ
は製造業者に対して失礼になるんでそれ以上のこと
は言わないけれども、もし県外からガードレールと
かフェンスを買ってきているのであったら、先ほど
言ったように公共の工事、公共事業が県外へお金が
出ているのだったら、少しでもやりませんかという
お話を投げかけました。今は使うようになってます
が、いっときこう言われました。木のガードレール
は高い。普通の鉄のガードレールは安いんで、やっ
ぱり安くていいものをということをおっしゃいまし
た。

先生が言われたように、私たち行政なんで費用対
効果を考えないといけません。すべて地域のもので

高ければ全部いいかということではないんですが、
やっぱり総合的に考えてやったときに、じゃあ今そ
のものは高いかもわからないけど、それを使うこと
によってどれだけの効果があるのか。あるいは経済
だけではなくて、景観である、環境である、お金で
は換算できないものがどれだけあるのかということ
をもっとしっかり見て使っていただきたい。

それから、もし高いということをそこまで言われ
るんだったら、皆さん方も家を建てることがあると
思います。今は少なくなったかもわかりませんが、
よく自分たちの時代は床の間といって、そういうと
ころは少しいいもの、あるいは玄関はいいものを使
おうということをやりました。高知県の玄関でいっ
たら、空の玄関は空港にある、それからあるいは港
やあるいはＪＲの駅である、そういうところのガー
ドレールは木でやるとかそういうことをやって、県
外の方々に高知県はやっぱり 84％の森林県やな、
違うなということをぜひお願いしたいということを
言ってます。

自分はいつも思うのは、その人たち、今日教育で
人材の話が出たんですが、そういう人たちがほんと
にやっぱりそうやって思ってやったらやれるけど、
なかなかそう思わないというのが、やっぱり人なの
かなとつくづく思ってるんで、自分たちもそういう
のはもう反省しながら、これからもいろんな面で取
り組まないといけないのかなということを思ってま
す。

ただ、やっぱり先生が言われるそのふるさと納税
の返礼だけはなかなかね、自分たちの村はふるさと
納税の返礼は実はやってなかったんです。それは昨
年の一番後進です。始めたのが昨年の 12 月です。
議会のほうからも、お隣の町が十数億円までいった
やないか、どこそこは始めたやないか、こうしてる
んじゃないか、なぜやらないのかということで、な
かなかやらない理由がだんだんなくなってきて始め
ましょうと。

自分たちの村にも特別村民制度という交流人口を
拡大をするためにやってきておる、馬路村にも住
民票を置いてる方々が県外に約１万人ぐらいいるん
で、その方たちに送ることによって、いこうよと
言ったらやっぱり多少いってます。行きだしたん
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で、なかなか安倍政権が続いてくれないと困るかも
わかりませんけれども、そういうことではないんで
すけんど、十分注意をしながら、やっぱりこう一つ
のものなんでやらないといけないのかなということ
は、今ちょっと感じてます。

（中河コーディネーター）
好むと好まざるとにかかわらず、競争に巻き込ま

れていくという実態もあるというのが今お話で分か
りましたけど、今日は会場の皆さんにも質問も書い
ていただいて、その中にもふるさと納税制度につい
ては、地元の特産品の外商につながり、売り上げに
もつながっている面があるという、そういう先ほど
来お話にあった質問もありました。

このふるさと納税の話はこれぐらいにして、村長
が最初おっしゃった人口という面で、この地方創生
というのは人口から入ってくるのでなかなか見えに
くいところがあるというお話がありましたけども、
確かに先ほど言ったように通勤人口とかそういうも
のを入れずに人口減少だけ見ると非常に暗い話に
なってしまうわけなんですけども、質問の中にも私
の地域ではあきらめ感が強いと。前向きな考え方に
向かわせる良い方法はないでしょうかという質問も
来てます。

増田レポートから始まったこの地方創生、何も手
を尽くさなければほんとにお先真っ暗な感じになっ
てしまうわけなんですけれども、このご質問につい
てはどうでしょう、お二人にお答えいただきたい
と。前向きな考え方に向かうことができるのかどう
かということですけども、片山先生から。

（片山）
さっきの講演でもお話をしたんですが、人口が減

るのにはやっぱり背景と原因があるわけです。そ
れが鳥取県の当時の分析では、地域経済が停滞して
て、それはお金が外に出ていくので雇用も一緒に出
ていって、若い人が働く場がないから外へ出ていか
ざるを得ない。だから、人口が出ていくというのは
結果なんです。病気と一緒で、やっぱり原因を治療
しなきゃいけない。一種の慢性病ですので、生活習
慣病みたいなもので、原因を直そうと思ったらすご

く時間がかかります。でも、地道にそっからやって
いかなきゃいけないんです。

今その現象面だけつかまえて、Ｕターンを増やそ
うとか移住を増やそうというのが政府の政策で、分
かりやすいんですけれども、それは人間の病気でい
うと原因にあたらないので、症状だけを抑えようと
か、症状だけ何かしましょうというようなことなん
で、多分あまりうまくいかないだろうと思います。
ちょっと長い時間がかかりますけど原因の治療。そ
れは何かというと、ウィークポイントを直してい
く。

ですから、馬路村のように、地域の資源を使って
それを武器にして雇用を増やしていくというのは、
一番オーソドックスな成功例だと思います。それが
できるところはやればいいし、できないところもで
きるだけお金が出ていかないようにしましょうねと
いうようなことをさっきお話ししたんです。ですか
ら特効薬はないです。

慢性生活習慣病に特効薬はない。かえって特効薬
は生活習慣病には良くないです。血圧を下げる、下
がりますけど、何にも病気治ってないんです。ほん
とは根っこから治さなきゃいけないんです。それに
は歩くことが一番いいというのが私の説なんですけ
ど、それはともあれ、そういう地道な問題だと思い
ます。

それで、さっき村長さんが、そうは言ったって総
合戦略つくるときは自分の町単位で、村単位で人口
推計をしなさいと言われてるから、どうしたらいい
かってお困りだと思います。そもそもそういう制度
設計自体、国が悪いんですよ。この地域の振興、地
域の人口減少とかは、市町村単位の問題ではないん
です。県単位であり、むしろブロック単位の問題な
んです、それで考えなきゃいけないと思うんですけ
れども。

今のように道路が良くなって交通の便が良くなっ
たときに、市町村単位って江戸時代の話ですよ、市
町村単位で全部捉えようというのは。もっと広い範
囲で地域振興というのは考えなきゃいけない。私な
んか、市町村単位で総合戦略をつくって、市町村単
位でいろいろあれこれあれこれ先駆性のあるものを
出せなんていうのはほんとに愚かなことだと思いま
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す、国がやってることは。
ほんとならば、この種の問題というのはブロック

単位だと思うんです。四国なら四国、ブロック単
位が難しければせめて県単位です。というのは、今
人口というのは東京一極集中というけれども、実は
ブロックの中心地に人が集まってるんです。四国は
ちょっとブロックが小さいから一概には言えないで
すけど、九州だったら福岡がどんどん今雇用を取っ
てるんです。全体では減ってるんですよ。東北地方
は全体では減ってて、仙台に集まってるんです。北
海道は全体的に減って、札幌に集まってるんです。

だから、実はブロックの中でも格差が出てきてま
す。もっと言えば、県内でも格差が出ています。県
内全体で減ってるけれども、県庁所在都市に人が集
まってるんです。だから、県庁所在都市以外の県内
の田舎のほうはダブルパンチなんです。そういう面
から言いますと、市町村単位でこの問題を乗り切ろ
うというのは、やっぱりちょっと手法と着眼が私は
間違ってると思います。せめて県単位、そうすると
高知県全体でこれどうしていきましょうか、県内か
ら外へ出さないようにするにはどういう機能が必要
でしょうかということは考えられる。市町村単位で
考えたって無理です、それは。

だって、高校がないときにどうしますかって。高
校つくりますかっていうのは無理ですよね。だか
ら、高等教育機関の配置のあり方とか、そんなこと
を含めてせめて県内、ほんとならブロック単位にし
なければいけないのに、全国市町村単位でやれって
いって号令かけたところから、もうボタンの掛け違
えだと私は思います。

（中河コーディネーター）
分かりました。村長さん、どうでしょう。

（上治）
人口のことの一番大きいのは、やっぱり結婚をす

る価値観というか、考え方とか思いとかが年々どう
でしょう、違ってきているのかな、といって、自分
たちのとき、あるいは自分たちから後、子どもの世
代、そして今の世代、やっぱり結婚をしないといけ
ないという思いがないのではないかなというのが。

ちょうど自分も、うちの村の 30 代の男の子と話を
する機会があって、「もうそろそろいい方がおる」っ
て話を聞いたとき、「いやぁ」、「こういう方がおる
けど、どうだろう、会ってみんろうか」って話をし
たら、「いやぁ、村長」、「うん、どう」って言った
ら、「結婚せないかんろうか」と言われました。

その言葉を言われたときに、どう返していいのか
がちょっとなかったんですが、せないかんと言われ
たら、したほうがいいんではないかというふうに答
えました。やっぱり一つの家庭を持って、できれば
子どもを授かって、子育てをする喜びであるとか悲
しみである、つらさである、いろんな経験ができて
いって、また男として成長するのではないかという
話もしましたけれども、どう答えていいか、分から
ないんですよね。

ですから、そういう思いを持った人たちが増えて
いるのかもわからないですし、女性も今日大分い
るんですけど、女性の方も結婚、今はほとんど働い
ている方が多くなってきてるんで自立というか、高
知県の言葉で言ったら「もうややこしい」。何かそ
んなになっていってるのかなとか、一番はやっぱり
人口を増やすには、結婚をして子どもを産み増やし
て、こうやってやっていければいいので、実は私た
ちの村もかつて名前をつくって「夢・恋人・柚湯ツ
アー」、ユズの柚、お湯の湯をつくってやったこと
があります。

高知県が人口自然減になったときに、県がいろん
な施策を市町村が立てたものに対しては、補助金を
３分の２いきましょうということでありました。そ
れで、自分もちょうど企画の担当をしていたときで
したので、村内の男性を 10 名、村外の女性を 10
名、うまくいったらプラス１、そして何年後にはプ
ラスアルファが付いてくるという企画をしました。

この２泊３日という日程でしました。どうして２
泊３日にしたのは、ばれない、性格は全部を見せる
ことなく、どういいますかね、いい部分を見せて、
次会いましょうと言えれるんじゃないかということ
で、高知県でよくいうメッキが剥げないのが大体２
泊３日なのかなと。それからその次に、女性を釣る
のはやっぱりいいホテルとかいいところを取って口
説けんかなという戦略でやりました。
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やったら、10 組いって一番多いときは３組と
か、１組２組と、ゼロはありませんでした、ほんと
に。その方たちが結婚して子どもができたときに
は、高知新聞のほうで「馬路村、自然増、高知市に
次ぐ」というふうに出た記事があります。そういう
企画を今もしないわけではないんですが、してうま
くいかないのは、多分この携帯電話とかこういうた
ぐいのものがやっぱり増えたので、愛のキューピッ
ト役が要らなくなってきた。

ワンクッション置いて、連絡するにも、例えば私
だったら、男のほうの声を聞きながら女性に上手に
伝えたり、女性の声を聞いて伝えてたけど、今は２
人が直接携帯電話で電話番号を聞いたらやる。だか
らうまく続かない、メッキがすぐに剥げるのではな
いだろうかと僕は思う。上手にもっと言って結びつ
いてくれたら、結婚がうまくいったらいいのになと
いう思いをしてます。やっぱりその男性のほうも、
よし結婚してこうやってやろうという気持ちがある
人もおるだろうし、だから早い人は早いんです。も
う今でいう、できました、できたき結婚するしかな
いというのは早いんです。そうではないところが遅
いのかな。

そういう時代なので、この人口減で、特にその結
婚のところが大変難しいと思います。そこからいっ
たら、例えば妊娠である、出産である、子育て環境
であるいうのは行政側も一生懸命サポートができて
いけるんですが、結婚だけはなかなかサポートの限
界があると思うんで難しいと思います。

（中河コーディネーター）
今、うかつに言うとセクハラとか言われますから

ね、ほんとに。

（会場）
すみません、ちょっといいでしょうか。

（中河コーディネーター）
はい。

（会場）
先生がお見えになりましたので、今日、ぜひとも

伺いたいこと２点お願いしてよろしいでしょうか。
まず、片山先生は行政改革について大変いいお話を
あちこちでしてらっしゃいますので、そのことにつ
いてもう一つの行政改革についてお話を伺いたかっ
たということと、それからもう一つはこの人口減で
すね、今村長さんもおっしゃいますように、その少
子化の人口減とその要因は一体どうなんだろうかと
いうことを考えたときに、お話がありましたように
未婚化、晩婚化、そして晩産、それからもう一つ
は、結婚しても共働きでなければ生活がやっていか
れないという生産能力の低下があると私は思いま
す。

その社会的な背景は、やっぱり働き方の見直しを
しなければいけない。高知県はほんとに非正規の
職員、女性が多いです。それで女性の働く就労人口
は日本一と書かれていますけれど、この内容は非正
規の職員が 80％含まれた、日本一の女性の就労人
口なんです。そういうふうな状況の中で、私はやは
りこれからの少子化対策のことに対しても、ほんと
に今お話がありましたように、この高知県の経済状
況、若者が定着しないということは、まず高知県に
若い人をとどめた企業がない。その企業の誘致をい
ち早くしない限り、高知県の若者の減少と同時に人
口減少は年々ひどくなるだろうと思います。

幾つかの問題をお話しさせていただきましたが、
どうかひとつ簡単でいいですから、そのお話を
ちょっと伺いたいと思います。よろしくお願いいた
します。これからの行政改革どういうことをやらな
ければいけないかということが第１点、第２点は少
子化の問題で、高知県の場合には、鳥取県と同じく
非常に人口減です。その中で働くところの若者は企
業がない。企業の誘致をする、どうすればいいのか
ということです。

（片山）
行政改革というのは幅広いんですけど、どんな着

眼ですか、どういう観点ですか。

（会場）
私は、高知県は人口がこれだけ減ってますけど、

行政の職員が四国４県の中で 120 ～ 130 人多いわ
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けです。その中で我々の税金がそういうところへ流
れていく。一方、人口減で議員さんの人口も多いわ
けです。その辺で行政改革をしていくためにも、ど
ういうふうに私たちは人口減の中で職員を減してい
く。それを整理するということについては、どうい
うふうなお考えでいらっしゃいますか。

（片山）
それはそれぞれの自治体で決められることです。

私が多い少ない、どうせえこうせえという話では
ありませんので。私は鳥取県で何をやったかという
と、情報公開をしました。例えば職員の給料だと
か、それから人数だとか、そんなものを全部公開を
しました。そうすると、ここが多いんじゃないかと
か、逆にここは足らないんじゃないかとかいうよう
な話が出て、もう１回ちょっと再整備をして増やし
たところもありますし減らしたところもある、とい
うことをやりました。それはそれぞれの自治体で、
今こんな仕事をしてて、どういう職員が張りついて
いるかというようなことをちゃんとみんなで共有し
て、そのためには情報公開が必要ですけど、そうい
うところからじゃないでしょうか。

私はよく高知県の実情は分からないので、こう
やって減らしたほうがいいよなんていうことを申し
上げる知識もありませんので、それぞれ自分のとこ
ろでやられるしかない。最後は議会で決めることで
すから、ほんとは議会の皆さんが、常に自分ところ
の職員の配置はどうかとか、給与体系はどうかとい
うことを考えていなければいけないと思います。

それから少子化に関係して、働く場所がないので
企業誘致をということだったんですけど、それは
一つの手法です。さっき私が申し上げたのは、どう
やってお金を稼いでくるか、それからどうやってお
金が出ていくのを少なくするかということを考えま
しょうねという話をしたんです。企業誘致というの
は、お金を稼いでくるほうに入ります。馬路村のよ
うに、自分たちのところで最初から起業する、業を
起こすということももちろん典型的ですけど、もう
一つは手っ取り早く企業を誘致してきて、すると大
体誘致企業というのはそこで生産をしてものを外へ
売りますから、だから企業誘致というのも稼いでく

るという側の有力な手法です。
ただ、これはそんなにてんごろやすくいきませ

ん。はい誘致しますよ、はい来てくれますなんてこ
とは今ありませんので、もう引く手あまた、娘１
人に婿 10 人以上です。外国との競争もありますか
ら、そんなにてんごろやすくはありません。うまく
いけばそれでいいです。だけど、大体うまくいかな
いので、足元を見られます。

私も知事のときに企業誘致を目配りしてまして、
大体関西から引っ張ってくるんですけど、有力な
情報があったらそこに出向いていろんな話をして誘
導するんですけれども、もう当時からそうでしたけ
ど、お金を一体いくら出してくれますかっていう話
に最後はなります。あの県は 100 億出すと言って
ますけど、鳥取県はいくら出してくれるんですか。
そうやって足元を見られます。そうまでしてと私な
んか思いましたから、無理はしないようにしまし
た。

どうでもいいことですけど、お話をしますと、あ
る有力な電機メーカー、名前を言えばみんな知って
る会社ですけど、誘致しようとしたんです。かなり
来てくれる可能性が高くなりました。最後はある府
県と競合したんです。もう一つの府県は 100 億と
出すと言ってますけど、片山さんところはいくら出
してくれるんですかって。鳥取県は税収が 600 億
しかない県ですから 100 億も出せませんので、も
うしょうがない、縁がありませんでしたねって話で
終わりました。

その企業は当時隆々としてましたから、そのライ
バル県のほうに大きな工場をつくられました。今台
湾に何か移られてるというようなことがあって、あ
れがもし来てたらどうなのかなって。実は誘致して
うまくいっても、後で撤退するときには大変なんで
す、これもう。三洋電機の話しましたけど、三洋電
機が撤退するとき、鳥取県はもうほんと大変なんで
す。だから、誘致企業がうまく来てくれて、うまく
順調にいけばもう万々歳なんですけど、来てもらう
ときに入り口のところで足元を見られるのと、調子
悪くなったらさっと逃げますから、そのときの後始
末を県がするということも含めたうえで企業誘致も
されたらいいと思います。
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（中河コーディネーター）
どうもありがとうございました。まとめになりま

せんけども、片山先生のお話を聞いていくうちに、
やはり今地方創生という国が上から押しつけてくる
ような手法で取り組んでも、それは対処療法にしか
すぎないんじゃないのかと。やっぱり根本的に人口
減を根治していこうとするなら、やはり馬路村が取
り組んできたような雇用の場をつくり、独自のブラ
ンドで開発から生産、販売という取り組み、そして
山村留学にしても人口が、子どもたちが少しでも増
えるような地道な取り組みを粘り強く進めていく、
それがもう王道じゃないかなというふうに思ったん
ですけども。

片山先生もそういうこれまでの取り組みをずんず
ん押していけと励ましてくださったんではないかな
と思うんですけれども、現実にこの数年で社会増を
県内で果たした自治体は梼原町であるとか、馬路村
に近い芸西村とか、ほんとに合併をしていないとこ
ろがそういう成果を上げています。だから、馬路村
も合併をせずに、単独生き残りの道を選んでずっと
やってきています。

人口減でほんとにもうやっぱり駄目じゃないか
と、そういうところは合併するなり、あるいは人が
住むのに不合理なところはもう住まないようにした
らどうかというような論調がこれから出てくるのか
もしれませんけども、そのあたりについて、最後に
村長に決意表明じゃないですけども、どんどんこれ
からの取り組みについて、お話をお願いします。

（上治）
自分たちの村は、言ったように、もう人口 1,000

人を切ったほんとに小さい村です。ただ、自分たち
の村が自分たちが元気に、そしてこういうふうに
やっていけるというのは、全国に多くのファンとい
うか応援をしてくれる、いわゆる交流人口を上手に
拡大をした、つなげていけたというのは、やっぱり
馬路村で住んでいる方々が一生懸命取り組む姿を素
直に表現しながら持っていってるんで、これをうま
く、うまくというか、継続しやっていけたら、そん
なにただ人口が減ったから地域が消滅する、あるい
は疲弊してしまうということはないと私は思いま

す。
ただ、言うようにやっぱり自治体、私たちの自治

体もそうですが、高知県に限らず、多くの小さい自
治体はそうですが、国からのいわゆる交付税をはじ
めとする、いわゆる憲法で決められたものがしっか
りと来なかったら、やっぱり住民の皆さん方にお返
しをすることができません。ですから、国の政策は
いい悪いは別としても、ある面上手に国とのお付き
合いをしないといけないし、特に、私は都市と地方
とは連携をうまくできていけるように。

やっぱり都市には経済というものがあります。私
たちのような地方には、国土を守る森であり空気
であり、水で守る。これは世界にすごい国だと私は
思っています。水道の蛇口をひねって水が飲めると
いうのはほんとにすばらしいし、やっぱりそういう
意味では、それぞれの役割が十分にいけたら、地方
も十分いけるんではないかなという思いでやってい
きたいと思います。

（中河コーディネーター）
どうもありがとうございました。ご来場の皆さん

も長時間どうもご清聴ありがとうございました。も
う一度お二方に拍手をお願いします。

（司会）
ありがとうございました。本日のシンポジウムの

タイトルにもありますように、競い合うのではなく
て、ともにつくる真の地方創生、そのことを地域住
民として、そして本日は行政関係の方も多数おいで
ていると思いますが、行政の立場としてどう考える
のか、そういったことのきっかけというか、ヒント
になるようなお話ではなかったかなと思います。

それでは、貴重なお話をいただいたお三方に再度
全体の拍手で感謝の意を表したいと思います。どう
もありがとうございました。

それでは、以上をもちまして、第５回の連続シン
ポジウムを終了したいと思います。

本日はどうもありがとうございました。    


